
色鮮やかに咲くあじさい（池園公園にて）今月の
表紙

トークセッションエクステンションカレッジ
成人式企画委員を募集します
第 6回オリアム随筆賞の応募作品を募集します
地域に寄り添う市立病院
文化フォーラム　柳田理科雄氏が来たる
「市長への提言」をお寄せください
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市で行っている市民相談一覧（無料）休館日や相談員の都合などにより、
休みをいただく場合があります。

法律相談【要予約】予約専用電話　☎23・4400
　木曜日・第2火曜日　市役所1階市民相談室
※前日（前日が祝日の場合は前々日）の午前9時から電
話で予約受付。相談時間は午後１時30分からでひとり
20分間。先着8人まで。時間の指定はできません。
一般相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
交通事故相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室
行政相談　☎33・1131
　第2月曜日、第4火曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
司法書士相談　☎33・1131
　第1金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
土地家屋調査士相談　☎33・1131
　第3金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
不動産相談　☎33・1131
　第2・4金曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
税務相談　☎33・1131
　第3月曜日　午後1時～４時
　市役所1階市民相談室

市民生活応援窓口　☎33・9254
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階市民生活応援窓口
特設人権相談　☎33・1131
　第2・3・4水曜日　午後1時～3時
　市役所1階市民相談室
消費生活相談　☎33・1131
　月～金曜日　午後1時～4時
　市役所1階消費生活センター
人権相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所1階人権市民協働課相談室
児童家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
ひとり親家庭相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前8時45分～午後5時15分
　市役所1階こども未来課
高齢者総合相談　☎21・0294
　月～金曜日　午前9時～午後5時15分
　高齢者保健・福祉支援センター（ベルセンター）
心配ごと相談　☎21・9871
　火曜日　午後1時30分～3時30分
　総合福祉センター
教育相談　☎31・4460
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　教育支援センター
　心の相談ホットライン（☎26・0005）

医療相談　☎32・5622
　月～金曜日　午前9時～午後4時　市立病院
防火相談　☎21・0119
　毎日　午前9時～午後5時　消防本部
労働相談　☎23・8689
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
就労相談【要予約】　☎23・8689
　火～金曜日　午前9時～午後5時
　地域経済課・労働政策担当（勤労青少年ホーム内）
住宅相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前9時～午後5時
　市役所2階まちづくり政策課
福祉なんでも相談【要予約】☎21・0294
　第2・４金曜日 午後1時～午後3時
　地域包括支援センター
女性相談（面談は要予約）
　にんじんサロン ☎21・6500
　火～金曜日　午前10時～午後5時
　人権市民協働課 ☎33・9208
　月～金曜日　午前9時～午後5時

犯罪被害者相談　☎33・1131
　月～金曜日　午前10時～午後4時30分
　市役所1階市民相談室

　　　泉大津市ホームページはこちらから→

この広報紙は、再生紙を使用しています。また広報紙が届かない世帯の人は、秘書広報課へお問い合わせください。
本市の情報は、インターネットや携帯サイトからもご覧になれます。
PC　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/　　　　携帯　http://www.city.izumiotsu.lg.jp/m/

市役所窓口業務は月～金曜日（土・日曜日、祝日と 12月 29日～1月 3日
の年末年始を除く）午前 8時 45分から午後 5時 15分まで行っています。

泉大津市公式 facebook ページに「いいね！」お願いします。
（アカウント名：泉大津市役所）

地域の歴史を創った人たち(6)
田楽法師　藤田家

田楽とは田植えの時、田の神に豊穣を祈願して歌い
舞ったものが始まりとなり、平安時代頃に次第に遊芸
化された民俗芸能です。この田楽を踊ることを職業に
した人々が僧形をしていたことから「田楽法師」と呼
ばれます。

本市に、田楽法師の家系がありました。それが藤田家
です。藤田家は比叡山から奈良を経て大津村に来たと伝
わります。代々、春日大社（奈良県）の祭礼や住吉大社
（大阪市住吉区）の御田植祭、和歌浦東照宮（和歌山
県）の祭礼などの儀式の際に田楽を務めていました。
慶長19年（1614）には、豊臣秀頼に招かれて豊国神社
で舞を披露したほか、寛永19年（1642）、京都御所に
も招かれています。これらの大きな祭礼に参加したり、
禁裏に出入りし公家武家との関わりをもつことは、大変
な栄誉であったようです。

昭和の初めごろには、藤田千代松、藤田幸三郎の2
家があったことが記録に残っています。

次回「地域の歴史を創った人たち(7)」をお送りしま
す。
[問合]生涯学習課（市役所3階）

田楽法師　藤田家（『大津町誌』より）

災害時などに、防災無線の内容が聞き取れなかった場合、
電話で放送内容を聞き直すことができます。

みんなでやろう、くんれんを！
（通話料無料）

藤田　幸三郎　 藤田 千代松
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成人式企画委員を
募集します！

　平成 29 年度泉大津市成人式の企画委員を募集します。「こん
な成人式がしたい」「こんな成人式をしたかった」という想いを
自分たちの企画・運営で実現させてみませんか。

募集期間　６月１日㈭～30日㈮　　応募条件　不問（年齢や住所などを問いません）
応募方法　生涯学習課に設置の応募用紙（市ホームページからもダウンロード可）で、郵送、ファクス、またはメール
で応募（トップページ＞上部の各課のページ＞教育委員会事務局＞生涯学習課＞イベント情報＞成人式＞成人式企画委
員募集から応募用紙をダウンロード可）　　　締切　６月30日㈮必着
宛先　▷郵送…〒595-8686　（住所記載不要）泉大津市役所生涯学習課スポーツ青少年係宛て
　　　▷ファクス…33・0670　▷メール…seisyounen@city.izumiotsu.osaka.jp　　問合　生涯学習課（市役所３階）

成人式企画委員を
募集します！

来年の成人式をあなたの　　　 　　で
プロデュースしてみませんか？
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今月号の
もくじ
H29.6 月号

　この度は、上條小学校３号館耐震補強の件がテレビや新
聞で報道され、皆様方に大変ご心配をおかけし、深くお詫
び申し上げます。この件に関しましては、すでに第三者委
員会を開催し、その報告書を踏まえ、保護者を含めた学校
関係者及び市議会にはご説明しておりますが、改めて皆様
に教育委員会の見解をお伝えいたします。
　１　「予算を年度内に消化するため、業務遂行を最優先さ
せた」と報じられましたが、建て替えした場合、完成まで
に３～４年かかることから、子どもの安全を速やかに確保
するために耐震補強工事を実施したもので、決して予算を
消化するために工事をしたわけではありません。
　２　「耐震補強できないものを耐震補強した」と報じられ
ましたが、第三者委員会の報告書によれば、今回の耐震設
計は「コンクリート強度が低いことに十分配慮した補強設
計を行い、安全率を十分に確保する補強方針・補強計画を
立てている」としています。つまりコンクリート強度は公
的基準より低いものの、確かに耐震性能は向上しており、
耐震補強できないものを耐震補強したわけではありません。

　３　「3,000万円の無駄金を使った」と報じられましたが、
前述のとおり、確かに耐震性能は向上しており、第三者委
員会委員長 (大学教授、JSCA建築構造士 )は「3,000万円
の補強は、６年間の安全確保に寄与していた」と述べてい
ます。また、この間、東北、鳥取、熊本などで大地震が発
生しており、3,000万円は無駄金だったとは考えておりま
せん。
　今回の件につきましては、教育委員会では、耐震補強実
施の判断を十分な協議がなされずに決定したことが最大の
問題であると考えており、その経緯、原因等を真摯に受け
とめ、再発防止に努めてまいります。また、今後は校舎の
建て替えなどを含め、教育施設全体のグランドデザインを
検討してまいります。
　なお、詳細な本事案の経過、対応等は市ホームページを
ご参照いただきますようお願いいたします。
　また、この度の一部報道に対しましては抗議をいたして
おります。
問合　教育総務課（市役所3階）

上條小学校３号館耐震補強に係る報道について
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泉大津市役所　秘書広報課 行

よりよい泉大津市をつくるため、皆さんのご意見をお寄せください！

送付方法

（
切
り
取
り
線
→
）

よりよい泉大津市をつくるために、皆さんのご意見をお聞かせください！

　市民の皆さんから市政についての幅広いご意見をいただく「市長への提言」を実施します。
　皆さんから寄せられたご意見・アイデアなどは、市長が直接拝見し、今後の市の施策の参考と
させていただきます。ただし個人的な相談・苦情などはご遠慮ください。
　なお、ご意見などに対して回答が必要なもので、発信者の連絡先が明記されているものは、担
当課より回答させていただきます。
　また、いただいたご意見などの中からいくつかを後日広報紙でご紹介します。
問合　秘書広報課（市役所４階）
　

締切＝　6 月 16 日㈮（当日消印有効）

① 裏面に住所・氏名・年齢・電話番号、あなたのご意見をご記入ください。

② このページを切り取ってください。

③郵送またはファクスで秘書広報課へ送付ください。
▷郵送…この面の「山折り線」にしたがい、「山折り①」→「山折り②」の順に折ります。裏面の「のりしろ」
にのりを貼っていただき、封筒を作り、切手を貼らずにそのままポストへご投函ください。
▷ファクス…裏面（アンケート面）のみを、秘書広報課（21・0412）へ送信してください。
※メールでも受け付けます…郵送・ファクスのほか、メールでもご意見を募集します。その際はメールの
タイトルを「市長への提言」としてください。
　メールアドレス＝hisyokouhou@city.izumiotsu.osaka.jp
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配をトッレフーリ、めたの上向ーナマ通交や守遵のルール
通交、し加参にンーペンャキ頭街動運全安通交の春るす会員委策対

則則
五
用
利
全
安
車
転
自

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

に

まりがなつに止防の罪犯なき大、は止
盗車転自、せわ合にンーペンャキ付
盗車転自、は会員委策対止防罪犯

会

めたの止防難盗の車転自

員委策対
止防罪犯

 

　

　

に

。うょしまめ始らか錠施の車転自はずま。すま
しまし布配をどなーダルホーキやトッレフーリ発啓止防難盗
っひ、りよにとこるいてえ超を割６で中罪犯頭街が数件難盗

 

　

　
防の罪犯なさ小。た
取ーバカ止防りくた

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

 

　

　

●
平
成
29
年
度
市
・
府
民
税
（
個

人
住
民
税
）
の
主
な
改
正
点

①
給
与
所
得
控
除
の
改
正
に
つ
い
て

　
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
、
左

記
の
と
お
り
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

②
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族
に
係
る

扶
養
控
除
等
の
書
類
の
添
付
等
の
義
務

化
に
つ
い
て

　
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族
に
係

る
扶
養
控
除
等
の
適
正
化
の
観
点
か

ら
、
所
得
税
の
確
定
申
告
や
個
人
市

民
税
・
府
民
税
の
申
告
な
ど
で
、
国

外
居
住
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
（
16

歳
未
満
の
扶
養
親
族
含
む
）・
配
偶

者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除
・
障
害

者
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、

「
親
族
関
係
書
類
」
お
よ
び
「
送
金

関
係
書
類
」
を
そ
れ
ぞ
れ
の
申
告
書

に
添
付
、
ま
た
は
申
告
の
際
に
提
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

ま
し
た
。

●
扶
養
控
除
な
ど
の
申
告
は
お
済

み
で
す
か
？

　
申
告
期
限
内
（
３
月
15
日
ま
で
）

に
配
偶
者
控
除
や
扶
養
控
除
、
社
会

保
険
料
（
国
民
健
康
保
険
料
や
国
民

年
金
保
険
料
な
ど
）や
生
命
保
険
料
・

地
震
保
険
料
の
申
告
が
お
済
み
の
人

に
つ
い
て
は
、
申
告
い
た
だ
い
た
内

容
が
市
・
府
民
税
額
の
決
定
に
反
映

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
申
告
が
お
済

み
で
な
い
人
は
、
申
告
を
す
る
こ
と

に
よ
り
税
額
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ら
の
支
払
金
額
が
わ
か
る
証
明
書

な
ど
と
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、

市
税
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
不
慮
の
災
害
に
あ
わ
れ
た
場
合

や
、
生
活
保
護
法
に
よ
る
扶
助
を
受

け
る
人
、
そ
の
他
特
別
な
事
情
に
よ

り
納
付
が
困
難
な
人
は
、
そ
の
状
況

に
よ
り
市
税
の
納
期
を
延
ば
し
た

り
、
分
割
納
付
や
税
額
を
減
免
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
減
免
の
申
請
は
、
そ
の
税
の

納
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

■
個
人
市
・
府
民
税
の
主
な
減
免
要
件

▽
生
活
保
護
の
扶
助
や
、
貧
困
に
よ

り
生
活
の
た
め
公
私
の
扶
助
を
受
け

る
人

▽
当
該
年
に
お
い
て
、
所
得
が
皆
無

と
な
っ
た
た
め
、
生
活
が
著
し
く
困

難
と
な
っ
た
人
、
ま
た
は
こ
れ
に
準

ず
る
と
認
め
ら
れ
る
人

▽
学
生
お
よ
び
生
徒

▽
不
慮
の
災
害
に
よ
り
納
税
の
能
力

を
喪
失
し
た
人

▽
右
記
に
類
す
る
人
で
あ
っ
て
特
別

の
事
情
の
あ
る
人

問
合　
税
務
課
市
民
税
係
（
市
役
所

１
階
５
番
窓
口
）

平成 29年度　市･府民税の
納税通知書を送付します

平成 29 年度の納税通知書を６月上旬に送付します。個人市･府民税は前年中の所得
をもとに計算され、１月１日現在市内にお住まいの人に対して課税されます。今年
度の市・府民税の主な改正点などについてお知らせします。問合　税務課市民税係

適用時期
上限額が適用される
給与収入額

平成28年度（27年分）

1,500万円

245万円

平成29年度（28年分）

給与所得控除の上限額

平成30年度（29年分）

1,000万円

220万円

1,200万円

230万円

改修された住宅に対する固定資産税の減額について
　一定の要件を満たす住宅の改修を行った場合、申告により、工事完了日の翌年度分の固定資産税が減額されます。　
工事完了日から３か月以内に、税務課への申告が必要です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

耐震改修

バリアフリー改修

省エネ（熱損失防止）改修

昭和57年 1月 1日以前に建築された住宅
高齢者など（年齢が65歳以上の人、要介護認定ま
たは要支援認定を受けている人、障がいのある人）
が居住する、平成19年 1月 1日以前に建築された
住宅
平成20年 1月 1日以前に建築された住宅

　工事費用が 50 万円を超える（平成 25 年 3
月 31 日までの契約分は 30 万円以上）改修工
事を行った、左記の住宅に対する固定資産税が
対象です。
　その他、各改修ごとに個別に要件があります
ので、詳しい内容や申告の必要書類などについ
ては、お問い合わせください。
問合　税務課固定資産税係（市役所1階5番窓口）※耐震改修および省エネ改修により、改修後の住宅が認定長期優良住宅に該当する場合の

減額割合が改定されました。
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15 広報いずみおおつ　平成29年6月号

　
昨
年
11
月
広
報
の
研
修
生
募
集
に

は
、
中
学
生
か
ら
大
学
生
ま
で
多
数

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か

ら
作
文
審
査
を
経
て
選
ば
れ
た
、
15

〜
20
歳
ま
で
の
男
女
14
人
の
研
修
参

加
者
が
、
平
成
29
年
３
月
12
日
〜
19

日
の
８
日
間
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ
ブ

島
に
あ
る
全
寮
制
の
語
学
学
校
に
滞

在
し
、
英
語
力
を
磨
き
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
広
い
視
野
と
感
覚
を
持
っ
た
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、「
深
喜
人
材

育
成
基
金
」
を
活
用
し
、
市
民
の
海

外
派
遣
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
台
湾
へ
の
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
研
修
を
実
施
し
ま
し
た

が
、
28
年
度
は
語
学
研
修
を
青
少
年

向
け
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
28
年
度
の
研
修
校
M
D
L
は
、
日

本
や
韓
国
・
台
湾
な
ど
の
ア
ジ
ア
圏

の
学
生
に
、
第
二
言
語
と
し
て
英
語

を
教
え
る
語
学
セ
ン
タ
ー
で
す
。
全

寮
制
で
、
先
生
や
各
国
の
生
徒
た
ち

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
24
時

間
、
す
べ
て
英
語
で
す
。

研
修
の
内
容

　
研
修
の
ス
タ
ー
ト
は
、
文
法
や
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
レ
ベ
ル
テ
ス

ト
。
こ
の
レ
ベ
ル
テ
ス
ト
に
よ
っ
て

自
分
に
合
っ
た
ク
ラ
ス
に
振
り
分
け

ら
れ
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
や
グ
ル
ー
プ

レ
ッ
ス
ン
な
ど
、
授
業
は
一
日
約
９

時
間
に
お
よ
び
、
授
業
終
了
後
は
校

内
の
娯
楽
施
設
で
他
国
か
ら
の
研
修

生
ら
と
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
充
実

し
た
研
修
期
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

研
修
生
の
声

　「
研
修
中
に
得
ら
れ
た
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
能
力
や

精
神
力
、
経
験
を
今
後
の
生
活
に
活

か
し
た
い
」「
英
語
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

能
力
が
以
前
と
比
べ
て
飛
躍
し
た
気

が
す
る
」「
自
分
の
将
来
を
見
つ
め

な
お
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」「
一

日
た
っ
ぷ
り
と
英
語
を
勉
強
す
る
こ

と
が
で
き
と
て
も
充
実
し
た
生
活
で

し
た
」「
実
際
に
話
し
て
み
る
と
意

外
に
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か

り
、
自
信
を
も
て
た
」
な
ど
の
感
想

を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

研
修
生
に
よ
る
研
修
報
告
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で
す
。
　

問
合
　
企
画
調
整
課（
市
役
所
４
階
）

平成 28 年度 フカキ夢・ひとづくり海外派遣研修報告

おまけショット！

研修最終日は
セブ島観光で
フィリピン料理を
楽しみました

意外に伝わった！

グループレッスンの様子

マンツーマンレッスン
の様子

学んだ英語を活かしたい！

ヒアリング力 ステップＵＰ!!

おいしい
～！

たのしい～
！

おいしい
～！

たのしい～
！
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columns standジーペのムラコ

がお未置 こ報用では もやい的人に

は
数
人
る
れ
さ
録
登
を
度
制
置
措

援
支
、
も
て
し
ま
き
お
に
市
本

。
す
ま
い
て
れ
さ
護

保
う
よ
い
な
の
と
こ
る
れ
ら
知
を

所
住
の
者
害
被
、
て
っ
よ
に
求
請

の
ら
か
ど
な
者
害
加
、
り
あ
が
限

制
の
ど
な
要
必
が
類
書
認
確
人
本

の
り
入
真
写
顔
、
は
に
時
求
請
る

け
お
に
口
窓
、
た
ま
、
り
あ
で
可

不
は
求
請
の
ど
な
し
写
の
票
民
住

る
よ
に
送
郵
も
て
っ
あ
で
人
本
え

例
、
合
場
た
け
受
を
置
措
援
支

。
す
で
）
要
必
が

認
承
の
ど
な
察
警
、
度
再
、
は
合

場
る
れ
さ
望
希
を
援
支
て
し
続
継

、
後
了
終
間
期
援
支
（
間
年
一
は

間
期
援
支
、
で
要
必
が
認
承
の
ら

か
関
機
係
関
の
ど
な
所
談
相
権
人

、
所
談
相
性
女
、
所
務
事
祉
福
会

、
力
暴
の
ら
か
族
家
の
外
以
夫
、
力

暴
の
ら
か
手
相
際
交
、
に
他
の
そ

。
す
ま
り
あ
が
度
制
法
た
っ
い
と

」
法
止
防
待
虐
童
児
「、
」
法
制
規

ー
カ
ー
ト
ス
「、
」
法
止
防
力
暴
者

偶
配
「「、
は
て
い
つ
に
ど
な
律
法
連

関
の
め
た
る
け
受
を
置
措
援
支

。
す
ま
い
て
し

と
的
目
を
と
こ
る
図
を
護
保
の
者

害
被
、
し
止
防
を
と
こ
る
す
索
探

を
所
住
の
者
害
被
、
て
し
用
利
に

当
不
を
度
制
付
交
の
し
写
の
票
附

の
籍
戸
、
付
交
の
ど
な
し
写
の
票

民
住
、
覧
閲
の
し
写
の
部
一
の
帳

台
本
基
民
住
、
が
者
害
加
の
ど
な

為
行
ー
カ
ー
ト
ス
び
よ
お
）
Ｖ
Ｄ
（

ス
ン
レ
オ
イ
バ
ク
ッ
ィ
テ
ス
メ
ド

、
て
い
づ
基
に
領
要
理
処
務
事
帳

台
本
基
民
住
、
は
と
置
措
援
支

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

とひ
え住 考

う
ょ
し
で
度

とお
　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

務
事
帳

本
基
民

権

、

人
・
う
よ

利
権

が
間
人お住

、
は
て

援
支
挙
が
ど

者
齢
高

。
か
う

制
な
う
よ
の
ど
、
は
と

度
制
置
措
援
支
る
け
お

に
務
事
帳
台
本
基
民

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

。

。

いさだく
おとの次も年今、がループ園公松助る

を券場入料無もにどな人の

！場開日1月７

す
で
ム
ラ
コ
る
え
考
て
い
つ
に
」
権
人
「、

る
い
て
っ
持
く
し
等
が
人
の
て
べ
す
、
に
め
た
る
き
生
く
し
ら
間
人
が

度
制
置
措
援
支
る
け

に
務
事
帳
台
本
基
民

言
暴
、
た
れ
わ
る
振
を
力
暴
的
体

身
、
り
お
て
え
抱
を
情
事
な
ま
ざ

ま
さ
、
は
ん
さ
皆
る
れ
さ
談
相

。
す
ま
り
あ
に
向
傾
加
増
々
年

社
、
所
談
相
童
児
、
察
警
、

い
つ
に
人
る
け
受
を
置
措
援

。
す
ま
れ
ら
げ
挙

な
待
虐
者
い
が
障
、
待
虐
者

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

まし場開り
憩の民市

日８、㈰日２、㈯日１月７▷間期場開

松助
。
す
ま
い
て
っ
た
あ
に
務
事
、
ら
が

な
い
払
を
意
注
の
心
細
も
て
い
お

に
政
行
、
も
に
め
た
ぐ
防
に
然
未

を
罪
犯
と
保
確
全
安
の
者
談
相
置

措
援
支
、
し
理
管
を
報
情
人
個

。
ん
せ
ま
り
あ
く
な
少
も
と
こ

す
が
騒
を
ア
ィ
デ
メ
が
出
流
の
報

情
人
個
、
く
多
が
人
る
い
て
し
用

活
を
ス
ビ
ー
サ
の
ン
イ
ラ
ン
オ
で

面
場
な
ま
ざ
ま
さ
の
常
日
め
じ
は

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

く用利ごてっろそ族家ご。すま
いてれまし親てしと場のい憩

の上以歳56、㈰日９、㈯

、ループ松
面
場
な
ま
ざ
ま
さ
の
常
日
め
じ
は

を
ト
ッ
ネ
ー
タ
ン
イ
、
は
在
現

。
す
ま
い
て
い
聞
と
る
い
も

人
す
出
き
泣
え
震
ら
か
感
力
無
や

感
怖
恐
は
に
中
、
り
あ
に
況
状
い

辛
、
ど
な
る
い
て
け
受
を
力
暴
的

理
心
う
い
と
た
れ
さ
害
侵
を
権
人

、
値
価
在
存
の
身
自
分
自
て
っ
よ
に

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

3※
人大金料用利
㈬日61月８～
㈭日02月７▷
日61、㈯日51

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

料無下以歳3
下以生学中（人小円005人

時６後午～時01前午㈬
▷時６後午～時１後午㈭
～時01前午㈪日71、㈰日

！だ夏

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

ち持おを券
ごへ課境環
交の帳手祉
障体身、の
満るす望希
に人たけ受
療・帳手者
市、おな

円001）下

㈮日12月７
時６後午～

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

きで用使ごままのそは人の
を付交に前以。いさだく参持
付交と鑑印、は人たけ受を付
神精・帳手育療・帳手者いが
本と鑑印、は人の上以歳56
すましし渡おを券場入料無は
福健保者いが障神精・帳手育
お人の上以歳56満の住在内

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

しだたすまき
場入料無たけ受を
を帳手たけ受を付
福健保者いが障神
もるきで認確人本
を券場入料無。す
を付交の帳手祉福
いが障体身びよお

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　 プ松助

だループ
！だ夏

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

境環合問
。すまき
のそ、は人
いが障神精
ち持おを券

！！だループ
！だ

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

階２所役市（係進推りどみ課

限期の料無が限期効有の帳手
券場入料無で帳手祉福健保者
きで用使ごままのそ、は人の

　

　　

　　　

　　　

　
　 　

　 　
　

　 　
　　　　　

　

　

　

　
　　

）口窓番12階

だたいてせさと限
たけ受を付交の券
、しだた。すまき
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Q A&
こ ち ら 消費生活相談室

し ょ う ひ せ い か つ そ う だ ん し つ

日常生活での商品の購入やサービス
利用にともなうトラブル、契約など
の問題を解決するためのページです。

( )Let’ s be
 a smart consumer!

相談
事例

　
若
い
人
を
中
心
に
フ
リ
マ
ア
プ
リ

を
利
用
す
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
フ
リ
マ
ア
プ
リ
と
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
上
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
よ
う

に
物
品
の
売
買
が
で
き
る
ア
プ
リ
の

こ
と
で
す
。
商
品
の
売
買
契
約
は
出

品
者
と
購
入
者
と
の
間
に
直
接
成
立

し
ま
す
。
ア
プ
リ
運
営
会
社
は
、
商

品
を
売
買
す
る
場
を
提
供
し
ま
す

が
、
売
買
契
約
の
当
事
者
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
増
加
に

伴
い
、
出
品
者
側
で
は
「
商
品
代
金

が
受
け
取
れ
な
い
」、
購
入
者
側
で

は
「
商
品
説
明
に
な
い
キ
ズ
が
あ
る

の
で
返
品
を
申
し
出
た
が
返
品
に
応

じ
て
も
ら
え
な
い
」
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
も
起
き
て
い
ま
す
。
フ
リ
マ
ア
プ

リ
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
ら
当
事

者
間
で
解
決
す
る
自
己
責
任
と
い

う
、
リ
ス
ク
を
伴
う
取
り
引
き
と
い

う
こ
と
を
認
識
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

子
供
サ
ポ
ー
ト
情
報
１
０
９
号

新
品
で
は
な
か
っ
た
！
「
フ
リ
マ
ア

プ
リ
」
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

事
例　
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
「
新
品
で

未
使
用
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ

ン
ド
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
購
入
し
た
。
だ
が
、

届
い
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
み
る
と 

偽
物
の

よ
う
で
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
落
書
き
も

あ
り
、
新
品
で
も
な
か
っ
た
。
売
主

と
交
渉
し
、
返
品
に
応
じ
て
も
ら
え

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
郵
送
し
た

と
こ
ろ
、「
偽
物
を
送
り
返
し
て
き

た
」
と
難
癖
を
つ
け
ら
れ
、
返
金
さ

れ
な
い
。
フ
リ
マ
ア
プ
リ
の
運
営
会

社
に
も
相
談
し
た
が
、「
お
客
様
同

士
で
解
決
し
て
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ

た
。

ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス

▽「
フ
リ
マ
ア
プ
リ
」
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
実
際
の
「
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
の
よ
う
に
出
品
、
購
入
が

で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。

手
軽
に
利
用
で
き
る
一
方
、
ト
ラ
ブ

ル
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

▽
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
は
、
金
銭
や
品

物
の
や
り
と
り
は
、
売
主
と
買
主
の

間
に
運
営
会
社
が
入
り
仲
介
し
ま
す

が
、
基
本
的
に
個
人
間
の
取
り
引
き

と
な
る
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
場
合
は
、
当
事
者
間
で
解
決
す
る

の
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
自

己
責
任
」
と
い
う
リ
ス
ク
を
認
識
し

て
利
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

▽
フ
リ
マ
ア
プ
リ
で
取
り
引
き
を
す

る
際
は
、
ア
プ
リ
の
規
約
を
よ
く
読

み
、
そ
の
う
え
で
、
出
品
者
が
設
定

し
た
ル
ー
ル
の
確
認
や
商
品
、
送
料

な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
し
っ

か
り
行
い
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
っ
た

際
の
リ
ス
ク
も
勘
案
し
、
慎
重
に
利

用
し
ま
し
ょ
う
。

出
典　
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

http://w
w
w
.kokusen.go.jp/m

im
am
ori/pdf/support109.pdf

フリマアプリで「新品のブランドかばん」と紹介されていたかばんを購入
した。届いたかばんは、偽物のようで新品でもなかった。売主に返品に応
じるようメールを送ったが返信がない。アプリ運営会社に相談すると「お
客様同士で解決してほしい」と言われた。

ブランドのかばんをフリマアプリで購入したら
古い偽物が送られて来た。

フ
リ
マ
ア
プ
リ
な
ど
の
個
人
間
取
引
は

自
己
責
任
の
取
引
で
す
。

　  消費生活で不安に思ったり
トラブルに遭ったら･･･
消費生活センター
（市役所１階）
☎33・1131
［受付時間］
　月～金曜日　
午後１時～ 4時

ーワンポイント　アドバイスー
①フリマアプリでの個人間取引は自己責任の取り引きです。
②取引相手や商品などについて十分に情報を収集し、信頼できる
相手かなどを見極め、取り引きは慎重に！

③フリマアプリの利用規約をよく読んで、ルールとマナーを守っ
て利用しましょう。

アドバイス
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いいしし いいすすすすししててしし子子 ややややすすしし

せ

大大ちちいいすすややししてて

！

子子子育てしやすいまち泉大津

に中月６は出提」届況現「当手童児

。

ら知おのらか課来未もどこ

すまりあが合場な要必が類書付添のどな」し写の証険保康健の者給受「、おな
。いさだくてし送

を類書付添、えうの印押・入記、かるす出提接直に課来未もどこ、でのすまし送郵に旬上月6は届況現
。すまし滅消が権給受の当手童児、とるす過経がが経間年2ま

提、たま。すまりあが合場いなれさ給支が支当手の降以分月6めたいなきでが認確の格資給受、は合場いな
届況現。すで届のめたるす認確をどな況状の育養の在現日1月6や況状得所の年前の者給受、は届況現

。んせまりなばれけなし出提を届況現に中月6、は人るいてし給受を当手童児、在現

。すま
要必もに外以②、①りよに況状、他のそ※
絡連ごご連でま課来未もどこ、は合場のどな中
りたいてけ預上以月か2に設施をもど子※

。すまいてし意用で

。んせまりあはで書明証
得所は票収徴泉源。すで要必が）のもたれさ載記がどな
数族親養扶、額得所の中年82成平（書明証得所度年92
成平、は人たし入転に市本に降以日２月１年92成平

書明証得所①
類

。すまいてし載掲を報情つ立役にて育子

ばろひ援応て育子

書付添な要必りよに況状

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　　　　　　

郵

！

てし封同を

まいなし出提
れさ出提を届

）

）し写のどな帳
険保康健の人た
りあが合場るわ
場のき働共が母

りあが類書な
。いさだく絡
居別前婚離、り

んさくだり

！らからちこはドーロンウ

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　　　　　　

も

を

どこ合問
に要必がどな
号番座口・証
場のそ。すま
に的常恒は合
が限制得所

項事意意注

課来未もどこ、は書立申護監居別。んせまりあ要必は票
民住、は合場るいてし居別に内市本が童児。すで要必が
）のもの載記柄続（票民住の員全帯世の童児のそと」書
立申護監居別「、は合場るいてし護監を童児の中居別

票民住の員全帯世るす属の童児、書立申護監居別②
。）いさだくせわ合い問おへ体治自各は期時能

可得取（いさだくてし求請を書明証得所てしと用当手童
児へ村町区市るあが票民住で点時日１月１年92成平

明

て育子

リプア援応て育子
つおおみずい

報
育子
し介紹を部一の能機

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　　　　　　

）

り

口窓番３階１所役市（課来未も
。すまりなに

帳通の座口行銀（のもるかわが号
たっなに者給受くし新、は合場
わ変が者給受に人い高の得所に
母父、りよにとこるれさ用適が

盛、能機るえ使
、るすに利便を

。すまいてし載掲をどな）
ーペス乳授・え替つむお（
のんゃち赤、や園公の内

！！んさくだり盛でま
情るいでん組り取で市や
情な得お、るす関にて育 ウ

すまし
ダのリプア

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　　　　　　

。い
さだく用利ご。すまいてし開公も
でジーペムーホ市、たま。いさだ
くてしドーロンウダらかＲＱの右

）ス
駅
市

報（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

　児童手当の支給は年３回（２・６・10 月）です。6 月支給対象は、原則、2 月分から 5 月分までの４か月分
の支給になります。６月期のお支払いは６月15日㈭です。
支給対象　中学校修了まで（15歳に達する日以後最初の3月31日）の子どもを養育する父母など
問合　こども未来課（市役所１階３番窓口）

こども未来課からのお知らせ

児童手当について （６月期の支払いは６月 15 日㈭です）

3歳未満（一律）
3歳～小学校修了前
（第１子・第２子）
3歳～小学校修了前
（第３子以降）
中学生（一律）

０人
１人
２人
３人
4人以上

622万円
660万円
698万円
736万円

1人につき38万円加算
年齢に関わらず一律

5,000円

１万 5,000円

子どもの年齢 所得制限未満
の月額

扶養親族などの数 児童手当の所得制限額所得制限以上
の月額

１万円

１万5,000円

１万円

■ 一人当たりの手当月額

※「第３子以降」とは、18 歳の誕生日後の最初の３月 31 日までの養育して
いる子どものうち、３番目以降をいいます。

※子どもを養育している人の所得が右の表に示す所得制限限度額以上の場合
は、特例給付として月額一律 5,000 円を支給します。

■ 児童手当の所得制限限度額

NEW FAC
E!! 泉大津に住んでいる
かわいい子どものスナップです。

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

保
護
者
の
ひ
と
こ
と

「おおつっこ」写真募集
このコーナーでは、小学校入学前のお子さんの写
真を募集しています。お子さんの写真と住所・名
前(ふりがな)・生年月日・電話番号・保護者から
のひとことを添えて、郵送（〒595̶8686）ま
たはＥメール（kouhou@city.izumiotsu.osaka.
jp）で秘書広報課まで。※応募写真は返却できません

平
成
25
年
11
月
27
日
生

い
し
だ   

ゆ
な

石
田 

優
奈
ち
ゃ
ん

平
成
25
年
9
月
13
日
生

た
な
か   

ゆ
う
あ

田
中 

優
桜
愛
ち
ゃ
ん

平
成
28
年
12
月
8
日
生

う
え
だ　
ぎ
ん
じ

植
田 

義
士
ち
ゃ
ん

姉妹♥
産まれてきてくれてありがとう☆
2人のおかげで毎日幸せです♪

（菅原町）

2人ともすくすく育ってね♥
（曽根町）

お姉ちゃんと
仲良く元気に育ってね^^♥

（板原町）

おおつっこ
平
成
28
年
10
月
2
日
生

た
な
か   

り
お
か

田
中 

莉
桜
華
ち
ゃ
ん

平
成
28
年
11
月
2
日
生

い
し
だ   

ま
ほ

石
田 

茉
穂
ち
ゃ
ん

保
護
者
の
ひ
と
こ
と
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保健センターからのお知らせ (☎33・8181)

※今月都合が悪い場合、来月でも可（予約不要）

7月4日㈫
午後0時45分・1時30分受付
7月4日㈫
午後2時30分～3時受付

7月4日㈫
午後2時30分～4時

6月21日㈬　7月3日㈪
午前10時30分～11時30分
※7月3日㈪
午前10時～10時30分

就学前の乳幼児

Ｈ28年11月生

6月13日㈫、21日㈬
午後2時30分～4時

1～8か月未満
の親子

1～3歳の親子

7か月～1歳未満
の親子

場　所　保健センター

場　所　保健センター
7月4日㈫
午後1時30分～3時30分就学前の乳幼児

Ｈ29年1月生6月19日㈪
7か月児相談
乳幼児育児相談会
（身体計測・相談）

1・2・3のみんなの広場
(親子同士の交流・相談)

赤ちゃん広場
(親子同士の交流・相談)

6月28日㈬　午前・午後母乳育児を希望する
女性とその家族母乳育児相談

※タッチケア
(赤ちゃんマッサージ)

ぴよぴよくらぶ
(親子同士の交流・相談)

ほっと一息まんま（食のサロン）
（食に関する相談・アドバイス）

受付時間対　　象日　　程
日　　時対　　象相  談  名

子育てを中心とした、さまざまな相談や健康診査などを
実施しています。

各種相談・健診の日程

ベビーCooking（離乳食講習会）
育児相談

H29年2月1日～H29年2月20日生

9か月～1歳未満

Ｈ25年11月生

 6月28日㈬

6月21日㈬

場　所　保健センター　　受付時間　個別に通知します。

6月13日㈫

指定医療機関でお受けください
受診票は4か月児健診時配布乳児後期健診

3歳6か月児健診

4か月児健診

1歳6か月児健診

日　　程健  診  名

乳幼児健診
対　　象

H27年11月 21日～12月10日生

6月22日㈭

6月27日㈫

Ｈ27年6月生

Ｈ26年12月生

場所　保健センター　
持物　歯ブラシ・母子健康手帳・お茶・問診票（記入して）
※今月都合の悪い場合は来月でも可（予約不要）

6月20日㈫Ｈ26年6月生

2歳児
2歳6か月児
（育児相談会）

日　　程対　　象

3歳児

よい歯を育てる会（歯科健診）
受付時間

午後0時50分～1時20分

午後0時50分～1時20分

午後0時45分・1時15分

（午後１時15分から受付開始）
午後1時30分～3時

予防接種

　9月6日㈬　午後1時30分～4時
　　　　（予約制　1人30分）
場　所　保健センター　　予　約　保健センターまで　

場　　所相  談  名

ことば（発音や吃音など）・のみこみ・きこえの相談
日　　時 対　　象

本市在住の
乳幼児とその保護者

　

　

［受付］　▷土曜日…午後 5 時～ 10 時　▷日曜日・祝日、年末年始
（12月 29日～ 1月 3日）…午前9時～午後10時
※正午～午後1時と午後4時～ 5時は受け付け不可
　なお、休日の救急診療は市消防本部（☎21・0119）へ。

■ ヒブ・小児用肺炎球菌・B 型肝炎・四種混合・MR（麻しん風
しん混合）・水痘・日本脳炎・不活化ポリオ・二種混合・子宮頸
がん予防ワクチン
　市内指定医療機関で個別接種。広報いずみおおつ４月号「平
成29年度　母子保健予定表（保存版）」をご覧ください。
※子宮頸がん予防ワクチンは、平成 25 年６月 14 日から、積極
的な接種勧奨を一時中止しています。
■ BCG予防接種
実施日　6月 23日㈮
受付時間　午後１時15分～２時30分
場所　保健センター
対象　生後3か月～1歳未満（標準的な接種期間は生後5～8か月）
　当日は体温を測定し、母子健康手帳と予診票をお持ちくださ
い。予診票は子ども医療証の手続きの際などにお渡しした「予
防接種と子どもの健康」冊子に挟んでいます。母子健康手帳を
お忘れの場合は接種することができません。また、予防接種を
受ける際は、必ず接種後の副反応について理解したうえで、接
種するようにしてください。

　発達相談員が個別に相談をお受けします（予約制）。

（岸和田市荒木町 1-1-51　☎072・443・5940）
泉州北部小児初期救急広域センター
15 歳未満（中学生まで）の子どもが休日に病気になったら

発達相談
7月・8月コース受け付け中です。
詳細は保健センターまでお問い合わせください。

たまごクラス（両親教室）

※お子さん連れの参加はご遠慮ください。

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画
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子育て応援ひろば

　初めて赤ちゃんを出産された母親のためのプログラムです。子育ての仲間をつくり、親子の絆を深め、子育ての知識を学んで
いきます。大切な0歳時期に必要なことを、みんなで一緒に学びませんか？　

日時　①６月 5 日㈪、　②12 日㈪、　③19 日㈪、　④26 日
㈪午前 10時～正午　毎週 1回、4回連続

場所　地域子育て支援センター子育て支援ルーム
（かみじょう認定こども園内）　駐車場は数台分利用可。

対象　市内在住で初めて子育てする母親と子ども　（6 月 5 日
の時点で月齢が2～5か月）　

定員　15組　　参加費　864円（テキスト代）
内容　赤ちゃんとのふれあいや、少し先を見通した子育ての
知識を学んだり、参加者同士で子育ての喜びや困りごと、親

としての迷いなどを話し合ったりします。
テーマ　▷１回目「新しい出会い」　▷２回目「赤ちゃんのい

る生活」　▷３回目「赤ちゃんとの接し方」　
▷４回目「親になること」

持物　バスタオル・着替え・オムツ・ミルク（必要時）
その他必要な物（お茶など）

申込・問合　5 月 10 日㈬から月～金曜日の午後 1 時～ 4 時
に電話でお申し込みください。

　　　　　　地域子育て支援センター（☎23・0012）へ

地域子育て支援センターからのお知らせ

「赤ちゃんがきた！」（愛称 BP) 申込受付中！
～はじめて子育てするママのためのプログラム～

地域子育て支援センターからのお知らせ地域子育て支援センターからのお知らせおやこ広場からのお知らせ（地域子育て支援センター）(☎23・0012)

地域子育て支援センターからのお知らせ (☎23・0012)

おやこ広場ココフレアからのお知らせ (☎20・6722）

オススメ講座　右脳発達　叱らない子育て法
日時　６月21日㈬　午前11時～正午　場所　ココフレア（泉大津駅高架下）
定員　先着15組（予約不要）　
対象　生後6か月～就学前のこどもとその保護者　　
内容　人気の単行本「嫌われる勇気」でおなじみのアドラー心理学も取り入れ

た子どもと共に成長していく子育て法。質疑応答形式で、悩みや話を聞
くことができます。

講師　国際催眠トレーニング協会・国際催眠連盟　認定ヒプノセラピスト奈穂さん
持物　筆記用具など各自必要なもの
問合　ココフレア（☎20・6722）※内容は変更する場合があります。

～共に成長していく子育て法は？～
参加無料だよ！
ココフレアへＧＯ！

おやこで出かけてみませんか？

 たんぽっぽ おひさま広場（園庭で外遊び） 赤ちゃんルーム
対象　就学前まで　　
時間　▷火～木曜日…午前 9 時 30 分
～午後 0時 30分、午後 1時～ 3時　
▷金曜日…午後 1 時～ 3 時　▷土曜日
…午前９時30分～午後０時30分　

対象　就学前まで
時間　▷金曜日…午前 9 時 30 分～午
後 0 時 30 分　▷土曜日…午後 1 時～
3時

対象　1歳未満　　
時間　毎週月曜日　午前９時 30 分～
午後0時30分、午後１時～3時

※雨天中止 ※兄姉の同伴はご遠慮ください。
※6 月 5 日、12 日、19 日、26 日は午後
のみ開催。

　親子でゆったり遊び、子育て仲間の輪を広げませんか。終わりの会の集いでは、絵本の読み聞かせや、わらべうたあそび

などを、親子一緒に楽しみます。（時間内なら、いつ来ていつ帰ってもかまいません）

※6 月 23 日午後はスタッフ研修のため休み
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saycheese!!

泉大津で起こったさま
ざまなできごとやイベ
ントを、写真とともに
お届けします。­

5月5日に毎年行っている池上曽根弥生学習館ふれあいまつりが今年も開催
されました。
当日は気持ちのよい晴天となり、ステージでは条東幼稚園の園児たちが元気

よくかわいい踊りを披露してくれました。また、フリーマーケットや模擬店、
日高川町による産地直売が出店された広場は大勢の人で大にぎわい。弥生土器
の復元パズルや勾玉づくり体験などのブースもあり、子どもたちが夢中で取り
組んでいました。参加者は思い思いにこどもの日を満喫していました。

弥生学習館ふれあいまつり開催
天の下、元気いっぱい晴

南海電鉄「愛が、多すぎる。」プロモーション
原俊彦さんが織編館に来館田

織編館にて、南海電鉄のプロモーションCM撮影が行われまし
た。歌手の田原俊彦さんが南海電鉄沿線をぶらり訪ねるコンセプ
トで製作され、白野彪さん（伝統的技術保持者としてふるさと文
化遺産に認定）が木製ジャカード織機を使って毛布を織る様子を
見学する風景が撮影されました。CMやメイ
キング映像は南海電鉄ホームページからご覧
いただけます。

泉大津駅など市内3カ所で人権街頭啓発
別のない、明るいまちに差

5月1日～7日の憲法週間にちなみ、日本国憲法で保障されてい
る人権の大切さを理解してもらおうと、5月1日に泉大津駅など
市内３か所で人権街頭啓発を行いました。
人権擁護委員や人権啓発推進協議会、市内の事業所人権協議会

の皆さんと、市長をはじめとした市職員が、たくさんの市民に人
権啓発グッズを配布し、人権尊重意識の普及・高揚を図りまし
た。

春の地域安全運動を実施
犯意識の向上を呼びかけ防

4月19日、泉大津駅で、泉大津警察、防犯協議会、防犯委員、
市が参加してひったくり撲滅街頭キャンペーンを実施しました。
さらに同日、市役所玄関前で、市防犯委員が泉大津警察および市
とともに、ひったくり防止カバーの無料取り付けならびに、セー
フコミュニティ活動と連動した取り組みとして、自転車盗難防止
のリーフレットやキーホルダーなどを配布し、防犯対策の大切さ
を伝えました。また、22日にはテクスピア大阪にて泉大津安全大
会が開催され、約120人の市防犯委員が出席し、府警生活安全指
導班による防犯教室が行われ、防犯意識が高められました。

市立病院「看護の日」のイベント開催
護の心をみんなの心に看

5月12日、市立病院では、ナイチンゲールの誕生日に制定され
た「看護の日」にちなみ、看護の心を市民の皆さんに広く知って
もらうためのイベントを開催しました。当日、会場のいずみおお
つCITYアトリウムでは、看護師が血管年齢や身長・体重、血圧、
体脂肪などを測定する健康チェックや、医療相談をはじめ、お薬
相談・栄養相談なども無料で行いました。おづみんも登場し、多
くの参加者でにぎわいました。
また、同時に、市民の皆さんから募集していた川柳の各賞の発

表も行い、受賞者には表彰状と記念品を贈呈しました。

5月20日、21日の2日間にわたり、泉大津市と市町村
広域災害ネットワーク協定を結んでいる岡山県玉野市で
開かれた『たまの・港フェスティバル』に参加し、毛布
のまちをPRしてきました＠＾＾＠
当日は、『晴れの国おかやま』らしい青空の下、大型

帆船「日本丸」（全長約110ｍ）の停泊や近隣のご当地
グルメなどが味わえる屋台が立ち並び、会場は大にぎわ
いでした＠＾o＾＠

おづみんがたまの港フェスティバルに参加
布のまちをPRしたよ♪毛

↑ＣＭ映像はこちらから
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　風しんに妊娠初期～中期の女性が感染
すると、赤ちゃんが先天性風しん症候群
（先天性心疾患・難聴・白内障・網膜症
など）にかかる可能性があります。
　先天性風しん症候群を予防するため、
下記の対象者に、麻しん風しん混合（Ｍ
Ｒ）ワクチンの予防接種費用の一部公
費助成をしています。接種に際しては
風しん抗体検査の結果が必要となりま
すのでご注意ください。
▷風しん抗体検査について
日時　毎月第2・4木曜日　午前9時 30
分～ 10時 30分
場所　和泉保健所（要電話予約）
対象　①妊娠を希望する女性
　　　②妊娠を希望する女性の配偶者
　　　③妊娠している女性の配偶者
検査結果　検査機関より郵送
問合　和泉保健所（☎41・1342）
※医療機関での実施は有料となります。
▷麻しん風しん混合（ＭＲ）ワクチン
助成について
期間　４月１日～平成30年３月31日
場所　市内指定医療機関
※市のホームページもしくは保健セン
ターへお問い合わせください。
※市内指定医療機関以外での接種は助
成できません。
対象　接種日当日、泉大津市に住民票
を有し、風しん抗体検査の結果、抗体
価を十分に獲得していない人で、対象
①～③のいずれかに当てはまる人
※過去５年以内に麻しん風しん混合（Ｍ
Ｒ）ワクチンまたは風しん単独ワクチ
ンを接種している人、風しんにり患し
たことが明らかである人は対象外です。
費用　「医療機関の接種料金」から「公
費助成額7,000円」を差し引いた金額を

支払ってください。接種費用は医療機
関により異なります。
助成回数　１人につき１回限り
持物　抗体検査の結果と、対象者①の
人は健康保険証、対象者②の人は健康
保険証、妊娠を希望する女性の配偶者
であること、もしくは同居しているこ
とがわかるもの、対象者③の人は健康
保険証、母子健康手帳 ( 保護者の氏名欄
に接種する人の名前が記入してあるも
の )
※妊娠中は接種することが出来ません。
ワクチン接種後、2 か月間は、避妊する
必要があります。
問合　保健センター

日時 　6 月 18 日㈰、7 月 7 日㈮　いず
れも午前9時～ 11時 30分
場所　保健センター
対象　Ｓ53.4.1 ～Ｈ14.3.31 生まれの市民
内容　問診、身体計測、血圧測定、検尿、
血液検査（15項目）、診察
料金　無料　持物　健康保険証
7月 7日㈮のみ保育あり（要予約・先着順）
申込　不要　
問合　保健センター
※当日の朝食はできるだけ抜いてお越し
ください。

日時 　6 月 18 日㈰、7 月 7 日㈮　いず
れも午後
場所　保健センター
対象　Ｓ53.4.1 ～Ｈ10.3.31 生まれの市民
内容　健康診査、子宮がん検診（頸部の
み）、骨の健康測定（骨密度測定）
料金　500円　持物　健康保険証

7月 7日㈮のみ保育あり（要予約・先着順）
申込　保健センターへ電話または窓口

日時 　6 月 18 日㈰　午前 9 時～ 11 時
30分
場所　保健センター
対象　75 歳誕生日前日～Ｓ53.3.31 生ま
れまでの本市国保加入者
内容　問診、身体計測、血圧測定、検尿、
血液検査、心電図、診察
料金　無料　
持物　①特定健康診査受診券（ピンク色）
②泉大津市国民健康保険被保険者証（保
険証） 
申込　保険年金課へ電話申し込み　

　みんなで楽しくあたまと身体を動かし
て、認知症予防をはじめましょう！
日時　６月29日㈭、7月 27日㈭　午後
1 時 30 分～ 3 時 30 分（いずれも同じ
内容）※今後長寿園でも開催予定。
場所　ココフレア（泉大津駅高架下）
対象　65 歳以上の市民で運動制限のな
い人
定員　15人
内容　認知症とその予防方法について
ゲームで楽しく有酸素運動と頭の体操 
講師　介護予防運動指導員など
持物　上靴、水分補給できるもの、動
きやすい服装、必要な人は眼鏡
申込・問合　6 月 12 日㈪から電話また
は高齢介護課（介護予防係）へ

健 康 の ペ ー ジ
[ 問合 ]保健センター（☎33・8181）　保険年金課・高齢介護課（☎33・1131）

16 歳～ 39 歳市民向け
健康診査

保健センター
一般健康相談
（予約不要）

場　所 日　程相　談

歯科・栄養相談
（予約制）

健康相談のお知らせ 健康・育児などに関する電話
相談も受け付けています。
［日程］月～金曜日（祝日除く）
［時間］午前８時 45 分～午後
５時 15 分

ＭＲワクチン予防接種費用の
一部公費助成！

月～金曜日
午前9時～午後5時

認知症予防講座
あたまいきいき講座

20 歳～ 39 歳女性市民限定！
39（サンキュー）健診

40 歳～ 74 歳本市国保加入者向け
特定健康診査

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画
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。すまきでみ込し申時
すまりあがき空も分月６、おな

へ館育体合総らか時01前午
81月６はみ込し申の分月7込申

装服るきでの動
靴上・真写顔のmc２横×mc３縦
発を証可許（円052物持の日習講

人６員定

）示提をのもる
きで明証を齢年に時み込し申は生校高
・可不は生学中（人の上以歳51象対
。すまき開を会習講で程日の次はで館育
体合総。すで要必がとこるす講受を会
習講はにるす用利を室グンニーレト

。すでせら知おのどなトンベイや集募るす関にツーポス

！イイョジンエ

））分分月月７７（（会会習習講講用用利利
室グンニーレト

放放開開料料無無館館育育体体合合総総総合総合
は日42・日01月６時

表程日分月７会習講用利

～時7後午
～時3後午

㈮日41
㈬日５

～時7後午
～時01前午

㈫日11
㈰日2

日

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　 　
　

　
　　
 

 　 　

　

　

　

　

　

　

　

？

す

館育体校学小旭所場
～時１後午㈯日01月６時日

。いさだく覧
ごひぜを化文統伝、でいろそお族家ご
。すましたい露披を踊民の数多国全

午正～時９前午㈯日
42・㈯日01月６日放開料無の月今

。いさだくち持おでの
んせまりあはし出し貸の具道、おな
。すまきでがどなントンミドバや球卓

開料
に中

随。す

㈰日

運・靴
・）行発

0021・33☎＝館育体合総)合問(

会会いいららささおお踊踊民民
盟連スンダクーォフ

放放

ら減を食主どな麺
。もとこるなにーバーオーリロカに逆はて
べ食、めたう補で質脂や質クパンタを分質

。すまりあも穴
い、がすまりあはで法トッエイダいすやし

穴しと落のトッエイ

のも
てっトッエイダ限

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　 　
　

　
　　
 

 　 　

　

　

　

　

　

　

　

ッッッッ ！戦！！ププ ！！戦

ト

。すまいてっ行を放
無に象対を者護保のそと生学中小
前午の日曜土、はで館育体合総

～時７後午
～時01前午

㈬日62
㈯日22

～時3後午
～時01前午

㈫日52
㈭日02

るる

戦戦健康ア ！！作作！
大

康健健
るる

ア
るるるるれれななにに気気元元るるすすすすククククトトトトてててて

ア
っっ知知

ププ
知ってトクする 気気に れれるなな元元

アアッ もプ康
ムラコ

ッエイダ限
とスナイマて
あが量な要必限
質糖もそもそ
、はで者齢高④

。るあが向
リ、めたるなく
制質糖な端極③
。るなくなれ取
に緒一、でとこ
、ンパや飯ご②
てっよに容内る
質糖たしら減①
穴しと落かつく

ジンレャチ
イダ限制質糖■

避はくしもすら減けだるきでを食主めたのそすま
れさ類分にプールグの食主がどんとほのそ、りあがどな
類モイ・類んめ・類ンパ・米はに品食む含く多を質糖

?るす限制を品食なんど■
。すまえいと徴特のトッエイダのこもとこいす

やきて出く早が果効量減、めたるがなつに少減のーリロ
カ取摂ままのそはとこるす限制をれそ、らかすで素養栄
るなと源ーギルネエのめたるす動活は質糖。すまえいと
法方トッエイダたっ沿にみ組仕の謝代の体、でのもたれ
らえ考にめたう行をルーロトンコの値糖血や重体てしと
法療事食の者患病尿糖、は型原のトッエイダ限制質糖

?てっトッエイダ限制質糖■
。すまし介紹ごを」トッエイダ限制質糖「す指

目を量減てしら減を質糖、く聞くよもでアィデメ、は回
今、がすまりあろいろいは法トッエイダ?はでのい多も
人るいてっ思とうよしをトッエイダに前を節季の着薄

なんど
限制質糖

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　 　
　

　
　　
 

 　 　

　

　

　

　

　

　

　

め含もかうどかるいてし適が
とに分自。すまりあも合場るな

とすら減にもくみや、でのるあ
格体くなはで訳な要不く全は質

るあもとこるがなつに養栄低

傾いすやしドンウバリ
近に態状の餓飢は限制

。
も維繊物食るれま含に

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　 　
　

　
　　
 

 　 　

　

　

　

　

　

　

　

を限制質糖
制質糖てっと
っとに体に時
低最にとご格

。

　

　

　
　

　

　

　

　
　

　
　

　

　 　
　

　
　　
 

 　 　

　

　

　

　

　

　

　 ）口窓番6階1（課金年険保合問
。うょしまて立役

に理管康健の身自てけ受を診健定特は度一に年、たま
。うょしまし解理くし正

を限制質糖、め含もかうどかるいてし適がトッエイダ限

。すまいく多も人るすジンレャチ
、らかとこるれらめ始で法方なルプンシ的較比ういとるけ
避はくしも、すら減けだるきでを食主、めたのそ。すま
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Mayor's
Work

4・5月の主な動き

市長の
う ご き

●4月19日㈬
泉大津駅で、泉大津警察署や防犯
協議会、防犯委員会などと一緒に
春の地域安全運動啓発キャンペー
ンに参加し、子どもや女性を対象
とする犯罪や特殊詐欺などの被害
防止を訴えました。

●5月3日㈷
第44回泉大津市長旗杯争奪泉大

津大会において西は福岡、東は福
井まで合計32チームが集まりまし
た。市長から「日々の練習の成果
を十分に発揮してください」と開
会のあいさつを行いました。

●4日㈰
ゴミゼロ大作戦（泉大津市内）
●5日㈪
防災協定調印式（東京）
●6日㈫〜7日㈬
全国市長会（東京）
●17日㈯
旧海野家住宅特別公開（泉大津市
内）
●19日㈪
定例市長会議（大阪府庁）
●21日㈬〜30日㈮
市議会第2回定例会（市役所5階）
●25日㈰
にんじんサロンまつり（テクスピ
ア小ホール）
その他、人権・港湾関係会議等出
席（11件）

◆土器講座「弥生土器をつくろう」（毎月実施）
①日時／6月17日㈯　午前10時〜、午後1時〜　定員／午前、午後とも先着8人　
参加費／300g300円〜　申込／6月10日㈯午前10時から電話予約

◆ガラス玉づくり（毎月実施）
日時／①6月4日㈰、②7月2日㈰　①②とも午前10時〜、午後1時〜　定員／午前、午後
とも先着4人　参加費／30gまで500円、30g超は一律600円　申込／①受付中、②6月
25日㈰午前10時から電話予約

◆企画展「ちぬの海と歴史的環境」
①「弥生時代の海と人とのかかわり」
遺跡から出土した植物や動物などの自然遺体から当時の環境を探ります。

日時／6月14日㈬〜9月3日㈰　場所／池上曽根弥生学習館展示コーナー
②「文献にみるちぬの海」
文献資料に記された「ちぬ」について探ります。

日時／6月29日㈭〜9月25日㈪　午前9時〜午後5時（入館午後4時30分）　場所／桃山
学院史料展示コーナー（和泉市まなび野1-1）

◆稲作体験講座「弥生村の米づくり」
第1回田植え　6月18日㈰　午前10時〜（事前申し込みが必要）

なお、詳細は弥生学習館へ。

◆手織り体験「裂織り」
日時／6月25日㈰、26日㈪、29日㈭、30日㈮　午前10時〜午後3時　場所／体験学習
室　定員／各回先着４人　費用／受講料100円、材料費1,000円／m 準備／よこ糸に
使う布はあらかじめ裂いて持参ください　講師／織編館手織りボランティアの皆さん
申込／6月8日㈭午前10時から電話にて織編館へ

◆市民歴史講座「春日町墓地整理と近代」
春日町共同墓地の無縁墓が整理された経緯についてその当時の世相から読み取り紹介

します。
日時／7月7日㈮ 午後2時〜3時30分　場所／テクスピア大阪3階303会議室　講師／平
崎真右氏（二松学舎大学SRF研究助手）

◆織編館ギャラリー
▷フォトクラブアイ写真展 期間 6月16日㈮〜18日㈰　内容 写真約30〜35点
▷日本現代美術協会第15回和泉グループ展 期間 6月22日㈭〜27日㈫　内容 油絵、水

彩、アクリル、日本画約40点
なお、詳細は織編館へ。

織編館
おり   あむ   かん ☎31･4455　FAX 31･4457　※水曜休館

開館：午前 10時～午後 5時 ( 入館午後 4時 30分まで )

池上曽根弥生学習館 ☎20・1841　FAX 20・1866　※月曜休館
開館：午前10時～午後5時 (体験は午後4時まで)

6 月の主な予定
※(　) 内は場所
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大
阪
府
行
政
書
士
会
堺
支
部
で
は
、

遺
言
や
相
続
、内
容
証
明
や
各
種
契
約

書
の
作
成
、帰
化
申
請
、建
設
・
産
廃

業
な
ど
の
営
業
許
可
、会
社
設
立
な
ど

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
20
日
㈫
　
午
後
１
時
～

３
時

場
所

市
役
所
１
階
市
民
相
談
室

問
合

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

市
民
の
自
発
的
な
活
動
を
支
援
し
、

市
民
公
益
活
動
を
活
発
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
、そ
の
事
業
費
の
一
部
ま
た

は
全
額
を
補
助
す
る
公
募
型
補
助
金

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
平
成
29
年
度
申
請
団
体
　
事
業
審

査
会

日
時

６
月
18
日
㈰
　
午
前
10
時
～

場
所

市
役
所
３
階
大
会
議
室

問
合

人
権
市
民
協
働
課（
市
役
所
１

階
２
番
窓
口
）

ご
み
の
減
量
や
環
境
問
題
に
関
す

る
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
す
る
「
環
境

展
」
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
時

６
月
19
日
㈪
～
23
日
㈮（
最
終

日
の
み
午
後
３
時
終
了
）

場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
合

環
境
課（
市
役
所
２
階
21
番
窓
口
）

平
成
25
年
４
月
か
ら
、障
が
い
者
総

合
支
援
法
に
お
け
る
障
が
い
者
の
定

義
の
範
囲
が
見
直
さ
れ
、難
病
を
有
す

る
人
が
新
た
に
加
わ
り
、身
体
障
が
い

者
手
帳
な
ど
を
取
得
で
き
な
い
場
合

で
も
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

利
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
難
病
な
ど
の
対
象
範
囲

が
見
直
さ
れ
、３
５
８
疾
病（
従
前
は
３

３
２
疾
病
）
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

問
合

障
が
い
福
祉
課（
市
役
所
１
階

９
番
窓
口
）

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
交

付
窓
口
に
つ
い
て

個
人
番
号
カ
ー
ド（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
）交
付
通
知
は
が
き
が
届
い
た

人
で
、市
役
所
開
庁
時
に
個
人
番
号
カ

ー
ド
を
受
け
取
り
に
来
ら
れ
な
い
人

は
、次
の
日
程
で
時
間
外
交
付
窓
口
を

開
き
ま
す
の
で
、
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
14
日
㈬
　
午
後
７
時
ま
で

問
合

市
民
課（
市
役
所
１
階
４
番
窓

口
）
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６
月
20
日
㈫

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

特
定
創
業
支
援
事
業（
※
）を
は
じ

め
、各
種
創
業
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
ご
紹

介
、創
業
・
起
業
の
際
に
必
要
な
手
続

き
の
ご
案
内
や
融
資
相
談
な
ど
、一
緒

に
な
っ
て
あ
な
た
の
創
業
・
起
業
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

市
内
で
創
業
・
起
業
を
お
考
え
の

場
合
は
、地
域
経
済
課
内
の
、ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
ま
で
、ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

▽
特
定
創
業
支
援
事
業
と
は
（
要
申

請
）…
泉
大
津
商
工
会
議
所
が
実
施
す

る
「
経
営
」、「
財
務
」、「
人
材
育
成
」、

「
販
路
開
拓
」
の
４
つ
の
知
識
習
得
を

目
的
と
す
る
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
や

個
別
重
点
相
談
を
受
け
、一
定
の
要
件

を
満
た
し
た
場
合
に
は
、特
定
創
業
支

援
事
業
に
よ
る
支
援
を
受
け
た
こ
と

の
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

証
明
書
を
発
行
さ
れ
た
人
は
、次
の

特
例
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
会
社
設
立
時
の
登
記
に
か
か
る
登

録
免
許
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す（
対
象
者

は
個
人
）。

・
無
担
保
、第
３
者
保
証
人
な
し
の
創

業
関
連
保
証
の
枠
が
１
０
０
０
万
円

か
ら
１
５
０
０
万
円
に
拡
充
さ
れ
ま

す
。

・
創
業
関
連
保
証
枠
を
利
用
し
た
融

資
に
事
業
開
始
前
に
申
し
込
む
場
合
、

特
例
に
よ
り
事
業
開
始
６
か
月
前
か

ら
申
し
込
み
が
可
能
に
な
り
ま
す（
通

常
は
２
か
月
前
か
ら
）。

問
合

地
域
経
済
課
（
市
役
所
４
階
）

府
や
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
行
う

中
小
企
業
向
け
融
資
の
借
入
金
に
係

る
利
子
の
一
部
を
補
給
し
て
い
ま
す
。

対
象

市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る

個
人
、ま
た
は
本
社
所
在
地
が
市
内
に

あ
る
法
人

対
象
融
資

▽
大
阪
府
中
小
企
業
融
資
制
度
要
綱

に
定
め
る「
小
規
模
資
金
」、「
経
営
安

定
資
金
」、「
開
業
資
金
Ａ〈
創
業
〉・
Ｂ

〈
創
業
な
ど
〉」「
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
型
Ａ〈
創
業
〉・
Ｂ〈
創
業
な
ど
〉」

▽
日
本
政
策
金
融
公
庫
の「
小
規
模
事

業
者
経
営
改
善
資
金（
マ
ル
経
）」、「
生

活
衛
生
資
金
」、
新
創
業
融
資
制
度
に

よ
る
「
新
規
開
業
資
金
」

限
度
額

対
象
資
金
の
融
資
額
内
で

最
高
５
０
０
万
円
ま
で
。た
だ
し
、過

去
に
利
子
補
給
を
受
け
た
者
は
、補
給

対
象
限
度
額
の
５
０
０
万
円
か
ら
前

回
申
し
込
み
の
対
象
資
金
の
限
度
額

を
差
し
引
い
た
額
以
内
の
額
に
な
り

ま
す
。

利
子
補
給
率

返
済
利
率
の
う
ち
年

１
％
以
内（
個
人
事
業
主
が
本
市
在
住

で
な
い
場
合
は
年
0.5
％
以
内
）

問
合

地
域
経
済
課
（
市
役
所
４
階
）

市
で
は
、市
内
在
住
で
平
成
28
年
５

月
４
日
～
平
成
29
年
５
月
３
日
ま
で

に
、叙
勲
・
褒
章
・
各
大
臣
表
彰
・
大

阪
府
知
事
表
彰（
知
事
表
彰
は
５
月
３

日
に
限
り
ま
す
）
を
受
章
さ
れ
た
人

（
団
体
）に
、市
役
所
内
で
記
念
写
真
の

撮
影
と
記
念
品
の
贈
呈
式
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

各
大
臣
表
彰
受
章
者
の
人（
団
体
）は
、

把
握
す
る
た
め
６
月
30
日
㈮
ま
で
に
秘

書
広
報
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
４
階
）

▽
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は
…
義
足
や
人

工
関
節
を
使
用
し
て
い
る
人
、
内
部

障
が
い
や
難
病
の
人
、
妊
娠
初
期
の

人
な
ど
、
援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し

て
い
る
人
々
が
、
周
囲
の
人
に
配
慮

を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
こ
と
で
、
援
助
を
得
や
す
く
な
る

よ
う
、
作
成
し
た
マ
ー
ク
で
す
。

対
象

援
助
や
配
慮
を
必
要
と
し
て

い
る
人

※
障
が
い
種
別
・
等
級
、
病
名
な
ど

に
よ
る
条
件
は
あ
り
ま
せ
ん

配
付
場
所
・
問
合

障
が
い
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
９
番
窓
口
）

こ
ど
も
お
づ
み
ん
食
堂
で
は
、全
国

で
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
広
が

っ
て
い
る
食
堂
の
よ
う
に
人
と
の
つ

な
が
り
で
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
、子
ど
も
の
居
場
所
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

日
時

６
月
28
日
㈬
　
午
後
６
時
～

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

対
象

市
内
在
住
の
18
歳
未
満
の
子

ど
も
（
保
護
者
同
伴
可
）

※
警
報
発
令
時
や
感
染
症
流
行
な
ど

に
よ
り
、当
日
中
止
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
の
お
願
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー（
☎
23
・
１
３
９
０
）へ

問
合

こ
ど
も
未
来
課（
市
役
所
１
階

３
番
窓
口
）

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!
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市役所
お知らせ

からの

創
業
・
起
業
支
援

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
を
設
置

※H29年5月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
 75,324人 (＋35人)
●女
 39,215人 (＋11人)
●男
 36,109人 (＋24人)
●世帯数
33,840世帯(＋56世帯)
●面積
   13.43㎢ (±0.00㎢)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
の
配
付
を

開
始
し
ま
す

中
小
企
業
事
業
資
金
利
子

補
給
制
度
の
ご
案
内

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
交
付
窓
口
に
つ
い
て

が
ん
ば
る
市
民
公
益
活
動
応
援

補
助
金
の
審
査
会
を
開
催

こ
ど
も
お
づ
み
ん
食
堂

６
月
28
日
に
開
催
！

■全国安全週間のお知らせ
7 月 1 日～7 日は全国安全週間です。また、6 月 1 日～30

日を準備期間とし「組織で進める安全管理　みんなで取り組
む安全活動　未来へつなげよう安全文化」をスローガンに、労
働災害の減少を図るべくさまざまな取り組みを行います。そ
れぞれの職場においては、基本的な安全管理の取り組みをよ
り徹底するとともに、飲食店や小売店など第三次産業におい
ては、安全担当者を配置するなど安全活動の活性化を図り、安
全で安心な職場の実現に積極的に取り組んでください。
問合 泉大津労働基準監督署

■ストップ・ザ　不法就労・不法滞在！
現在、日本国内には、約６万 5 千人もの不法滞在外国人が

おり、その多くは、不法就労に従事してさまざまな問題を引き
起こしています。外国人を雇用する場合は、必ずパスポートや
在留カードに記載されている「在留資格」や「在留期間」を確
認し、適正な雇用をお願いします。
問合 泉大津・忠岡国際交流促進協議会　泉大津警察署

■ご利用ください　公的職業訓練（ハロートレーニング）

ハローワーク泉大津では、求職者に職業に必要な技術を身
につけ、就職に役立てていただくため「職業訓練」を案内して
います。
内容 ３～６か月の職業訓練（パソコンや経理、総務、医療事
務、介護、製造系、デザイン、美容系コースなど）と終了後３
か月間の就職支援を実施
対象 ハローワークの行う職業相談で受講の必要性が認めら
れた求職者
受講料 無料（教材などの実費は自己負担あり）
申込・問合 ハローワーク泉大津

■しない　させない　就職差別
就職の面接で、本人や家族の出身地や職業、思想・信条など

について質問することは、本人に責任のない事項や本来自由
であるべき事項で応募者を判断することになり、就職差別に
つながるおそれがあります。

府では、６月を「就職差別撤廃月間」と定め、啓発事業に取
り組んでいます。就職の機会均等を保障することの大切さに
ついて皆さんのご理解をお願いいたします。
就職差別 110 番

採用面接時などの差別について、相談、関係機関の紹介など
を行います。
▷☎06・6210・9518（６月 14 日㈬～16 日㈮　午前 10
時～午後 6 時）▷メール rosei-g04@sbox.pref.osaka.lg.jp

（メールでの相談受付は６月中随時）
問合 大阪府商工労働部雇用推進室

泉大津労働基準監督署からのお知らせ
（☎27・1211）

しごと・働くひとしごと・働くひと 応援コーナー

泉大津・忠岡国際交流促進協議会からの
お知らせ（☎23・1234）

ハローワーク泉大津からのお知らせ
（☎32・5181）

大阪府商工労働部雇用推進室からのお
知らせ（☎06・6210・9518）

各
受
賞
者
の
皆
さ
ん

市
へ
申
し
出
く
だ
さ
い

６
月
は
環
境
月
間

「
環
境
展
」
を
開
催
し
ま
す

障
が
い
者
総
合
支
援
法
対
象
と
な

る
難
病
が
３
５
８
疾
病
に
拡
大



平
成
30
年
度
以
降
に
使
用
す
る
小

中
学
校
教
科
書
の
展
示
会
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
５
日
㈪
～
７
月
７
日
㈮

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）

場
所

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
内
教
科

書
セ
ン
タ
ー
（
戎
町
３
-41
）

問
合

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

31
・
４
４
６
０
）

車
で
の
来
所
は
、ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

市
で
は
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に

「
平
和
」に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
平

和
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ
た
う
ち
わ

作
品
を
展
示
す
る
「
平
和
メ
ッ
セ
ー

ジ
展
」
を
７
月
に
開
催
し
ま
す
。

募
集
作
品
「
平
和
へ
の
願
い
」を
イ

ラ
ス
ト
な
ど
で
表
現
し
た
う
ち
わ
。

画
材
・
表
現
方
法
な
ど
は
自
由
（
う

ち
わ
面
か
ら
は
み
出
す
デ
ザ
イ
ン
は

不
可
）

応
募
方
法

人
権
市
民
協
働
課
、

南
・
北
公
民
館
、図
書
館
、勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
、
総
合
体
育
館
に
備
え
付

け
の
応
募
用
う
ち
わ
に
イ
ラ
ス
ト
な

ど
を
描
き
、各
施
設
へ
提
出（
応
募
作

品
は
、
後
日
記
念
品
と
と
も
に
返
却

し
ま
す
。な
お
、入
賞
作
品
は
８
月
に

市
役
所
で
開
催
予
定
の
平
和
パ
ネ
ル

展
で
も
展
示
し
ま
す
。）

締
切

６
月
15
日
㈭

■
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
展

期
間

７
月
６
日
㈭
～
11
日
㈫
（
期

間
中
は
土
・
日
曜
日
も
開
催
。
応
募

作
品
す
べ
て
を
展
示
）

場
所

織
編
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
テ
ク

ス
ピ
ア
大
阪
１
階
）

問
合

人
権
市
民
協
働
課
（
市
役
所

１
階
２
番
窓
口
）

環
境
学
習
＆
夏
休
み
の
総
仕
上
げ

日
時

８
月
17
日
㈭
～
19
日
㈯
（
２

泊
３
日
）
　
17
日
㈭
午
前
９
時
受
付

開
始
　
午
前
９
時
30
分
出
発
、
19
日

㈯
午
後
４
時
解
散
予
定

場
所

和
歌
山
県
日
高
川
町
内
（
集

合
場
所
　
泉
大
津
市
役
所
駐
車
場
）

対
象

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

４
～
６
年
生

定
員

20
人

内
容
(予
定
)
地
域
体
験
学
習
～
山

里
探
検
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー

ム
、星
空
観
察
な
ど（
和
歌
山
大
学
の

学
生
が
指
導
に
あ
た
り
ま
す
）

参
加
費

１
万
４
０
０
０
円
（
保
険

料
含
む
）

持
物

着
替
え
、パ
ジ
ャ
マ
、洗
面
道

具
、タ
オ
ル
、筆
記
用
具
、夏
休
み
の

宿
題
な
ど

※
必
ず
運
動
靴
、
水
筒
を
ご
用
意
く

だ
さ
い

そ
の
他

集
合
か
ら
解
散
ま
で
の
事

故
は
保
険
の
対
象
と
な
り
ま
す

宿
泊
先

き
の
く
に
中
津
荘
（
和
歌

山
県
日
高
郡
日
高
川
町
高
津
尾
１
０

４
９
番
地
　
☎
０
７
３
８
・
54
・
０

０
８
２
)

申
込
・
問
合

参
加
者
氏
名
(ふ
り

が
な
)、性
別
、生
年
月
日
、住
所
、連

絡
先
電
話
番
号
（
携
帯
電
話
番
号
）、

学
校
名
、学
年
、保
護
者
氏
名
を
明
記

の
う
え
、
６
月
５
日
㈪
～
14
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
生
涯
学
習

課
窓
口
（
市
役
所
３
階
）、
郵
送
（
当

日
必
着
　
〒
５
９
５
・
８
６
８
６

<
住
所
記
載
不
要
>
　
泉
大
津
市
役

所
生
涯
学
習
課
）、ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
33
・
０
６
７
０
）で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
抽
選
の
う
え
、
当
選
者
に
は
６
月

中
に
郵
便
で
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

※
当
日
ま
で
に
事
前
学
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

「
地
域
の
仲
間
と
と
も
に
支
え

合
い
、
健
や
か
で
心
豊
か
な
人
生
を

過
ご
そ
う
」を
テ
ー
マ
に
、仲
間
づ
く

り
と
心
と
身
体
が
元
気
に
な
れ
る
た

め
の
学
習
を
し
ま
す
。（
全
５
回
）

日
程
・
内
容
・
講
師

①
７
月
14
日
㈮
　「
腰
、膝
な
ど
関
節

痛
の
予
防
」　
前
　
宏
樹
氏（
岸
和
田

徳
洲
会
病
院
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
室
長
）

②
７
月
28
日
㈮
　
「
上
條
地
区
の
文

化
財
」
　
市
生
涯
学
習
課
職
員
、「
ロ

コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
運

動
」
　
市
高
齢
介
護
課
職
員

③
８
月
25
日
㈮
　
「
元
気
で
過
ご
す

た
め
の
お
食
事
」　
徳
永
祐
子
氏（
岸

和
田
徳
洲
会
病
院
　
栄
養
科
室
長

管
理
栄
養
士
）

④
９
月
８
日
㈮
　「
修
学
見
学
会（
京

都
方
面
）」　
講
座
を
受
講
し
て
い
る

人
が
対
象

⑤
９
月
22
日
㈮
　
「
い
つ
も
元
気
に

歩
け
る
身
体
づ
く
り
」
　
藤
林
良
幸

氏
（
柔
道
整
復
師
・
鍼
灸
師
・
健
康

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

時
間

午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

場
所

北
公
民
館

対
象

65
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在

勤
の
人

定
員

先
着
30
人

受
講
料

無
料（
た
だ
し
、修
学
見
学

会
は
実
費
）

申
込

６
月
13
日
㈫
午
前
９
時
か
ら

本
人
ま
た
は
家
族
が
直
接
北
公
民
館

へ※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
６
月

14
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
電
話
・
フ
ァ

ク
ス
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合

北
公
民
館
（
☎
23
・
０
５
０

５
、
フ
ァ
ク
ス
23
・
０
５
６
６
）

受
験
資
格

医
師
、看
護
師
、介
護
福

祉
士
な
ど
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

各
分
野
に
お
い
て
５
年
以
上
か
つ
９

０
０
日
以
上
（
介
護
業
務
で
国
家
資

格
な
ど
を
有
し
て
い
な
い
場
合
は
10

年
以
上
か
つ
１
８
０
０
日
以
上
）
の

実
務
経
験
を
有
す
る
人

試
験
要
領
配
布
期
間

６
月
19
日
㈪

ま
で

試
験
要
領
配
布
場
所

高
齢
介
護

課
、総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、ベ
ル
セ
ン

タ
ー

受
付
期
間

６
月
19
日
㈪
ま
で

受
付
方
法

簡
易
書
留
に
よ
る
郵
送

の
み
（
当
日
消
印
有
効
）

試
験
日
時

10
月
８
日
㈰
　
午
前
10

時
～

問
合

(財
)大
阪
府
地
域
福
祉
推
進

財
団（
フ
ァ
イ
ン
財
団
）ケ
ア
マ
ネ
係

（
☎
06
・
６
７
６
３
・
８
０
４
４
）

平
成
29
年
度
に
お
け
る
教
科

書
展
示
会
の
お
知
ら
せ

「
平
和
へ
の
願
い
」
を
描
い
た

う
ち
わ
作
品
募
集
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（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

所
得
が
少
な
い
と
き
や
失
業
な
ど

に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
）申

請
本
人
、配
偶
者
、世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合

や
、
失
業
な
ど
の
事
由
が
あ
る
場
合

に
、
保
険
料
が
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
と
な
り
ま
す
。

②
納
付
猶
予
申
請

50
歳
未
満
の
人
で
、本
人
、配
偶
者

そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

学
生
の
人
で
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。

※
付
加
年
金
ま
た
は
国
民
年
金
基
金

に
加
入
中
の
場
合
、
免
除
な
ど
が
承

認
さ
れ
る
と
脱
退
と
な
り
ま
す
。

▽
過
去
2
年
ま
で
遡
っ
て
免
除
申
請

が
で
き
ま
す

一
定
の
将
来
期
間
の
ほ
か
、
過
去

2
年
（
申
請
月
の
2
年
1
か
月
前
の

月
分
）
ま
で
遡
っ
て
免
除
を
申
請
で

き
ま
す
。た
だ
し
、申
請
が
遅
れ
る
と

万
一
の
と
き
に
障
が
い
年
金
が
受
け

取
れ
な
い
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
み
や
か

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事

務
所
（
☎
0
7
2
・
2
4
3
・
7
9
0

0
）　
保
険
年
金
課（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）

▽
年
金
受
給
資
格
期
間
が
10
年
に
短

縮
さ
れ
ま
す

８
月
か
ら
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
年
金
受
給

資
格
期
間
（
保
険
料
納
付
済
期
間
お

よ
び
保
険
料
免
除
期
間
な
ど
を
合
わ

せ
た
期
間
）が
、25
年
か
ら
10
年
に
短

縮
さ
れ
ま
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、新

た
に
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
人
に
は
、
２
月
下
旬
～
７
月
上
旬

に
か
け
て
順
次
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
年
金
請
求
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

請
求
書
が
届
い
た
人
は
お
近
く
の
年

金
事
務
所
な
ど
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
年
金
事
務
所
で
は
年
金
の
予
約
相

談
を
実
施
し
て
い
ま
す

事
前
予
約
す
る
こ
と
で
ス
ム
ー
ズ

に
相
談
が
で
き
、
相
談
内
容
に
あ
っ

た
ス
タ
ッ
フ
が
事
前
に
準
備
の
う
え

対
応
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

実
施
時
間

月
～
金
曜
日
　
午
前
８

時
30
分
～
午
後
４
時

申
込

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０

５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
）、堺
西

年
金
事
務
所
（
☎
０
７
２
・
２
４

３
・
７
９
０
０
）

※
予
約
は
、
相
談
希
望
日
の
１
か
月

前
か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま

す
。

※
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合

日
本
年
金
機
構
堺
西
年
金
事

務
所
（
☎
０
７
２
・
２
４
３
・
７
９

０
０
）

市
で
は
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
が
発
生

し
た
と
き
は
、
小
中
学
校
を
含
む
市

内
の
公
共
施
設
な
ど
に
光
化
学
ス
モ

ッ
グ
発
令
状
況
を
掲
示
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

が
発
生
し
た
と
き
は
次
の
対
策
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

○
で
き
る
だ
け
外
出
を
控
え
る

○
自
動
車
の
使
用
を
控
え
る

○
目
や
の
ど
に
刺
激
を
感
じ
た
ら
洗

眼
や
う
が
い
を
す
る

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
の
発
令
状
況
な
ど

は
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合

環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番

窓
口
）・
府
環
境
保
全
課
環
境
監
視

グ
ル
ー
プ
（
☎
０
６
・
６
２
１
０
・

９
６
２
１
）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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第
20
回
大
阪
府
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

気
を
付
け
よ
う

住民基本台帳法第 11 条第 3項及び第 11 条の 2第 12 項、住民基本台帳の一部の写しの閲覧及び
住民票の写しなどの交付に関する省令第 3条の規定に基づき、下記のとおり公表します。

自衛官などの募集に伴う広報防衛省　自衛隊大阪地方協力本部
岸和田地域事務所

閲覧者 閲覧事由 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲
29/1/17～ 19
29/1/24～ 26

平成 11年 4月 2日～平成 12年 4月 1
日に生まれた男女で日本国籍を有する人
曽根町2丁目7歳以上の男女
（平成21年12月31日生まれまで）
12件

二田町3丁目
平成28年 12月 31日現在、日本国籍
を有する 18 歳以上の者で男女を問わ
ない（平成10年 12月 31日以前に出
生） 12件

要池住宅　満20歳以上満69歳以下（昭
和 22年 1月 1日～平成 8年 12 月末日
までに生まれた）の日本人の男女 15件

28/11/15

29/2/8

28/4/28

一般社団法人新情報センター
事務局長　平谷　伸次

一般社団法人　中央調査社
会長　大室　真生

㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

住民基本台帳の閲覧状況 平成 28 年度の住民基本台帳の閲覧は 7件でした。問合 市民課（市役所１階４番窓口）

「6月全国個人視聴率調査」の対象者抽出。
委託者：NHK放送文化研究所　世論調査部

「職業に関する意識調査」の実施のための対象者抽出。
委託者：学校法人　明星学苑　明星大学

「日本人と憲法2017」の調査の対象者名簿作成のため。
委託者：NHK放送文化研究所　世論調査部

板原町1丁目
昭和2年5月 1日～平成9年4月 30
日生まれの男女（外国人を除く）
20件

28/12/14
株式会社ビデオリサーチ
代表取締役社長　加藤　讓

日本たばこ産業株式会社が実施する 2017 年「全国たばこ喫煙者率調
査」の対象者抽出。
委託者：日本たばこ産業株式会社　たばこ事業本部　M＆S企画部

二田町1・2丁目
満18歳以上（平成10年 12月末日まで
に生まれた）日本人の男女 29件

29/1/11
一般社団法人　中央調査社
会長　大室　真生

「社会意識に関する世論調査」の実施のための対象者抽出。
委託者：内閣府大臣官房政府広報室

池浦町3・4丁目
20 歳以上の男女（平成 9年 5月 31 日
生まれまで）16件

29/3/28㈱日本リサーチセンター
代表取締役社長　鈴木　稲博

「家計の金融行動に関する世論調査」の対象者抽出。
委託者：金融広報中央委員会（日本銀行情報サービス局内）

日
高
川
で
自
然
と
ふ
れ
合
お
う

わ
く
わ
く
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

久
寿
の
木
大
学
（
高
齢
者
講
座
）

受
講
生
募
集

い
ず
みお

おつ
健康チャレンジ計

画

対象事業

健康チャレンジ計画

健康チャレンジ計画



手
話
で
「
お
し
ゃ
べ
り
」
し
ま
せ
ん

か
？聴

覚
障
が
い
者
・
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
の
皆
さ
ん
、
手
話
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
る
人
な
ら
ど

な
た
で
も
お
越
し
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時

毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
の
午

後
２
時
～
４
時

場
所

市
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
４

階問
合

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
23
・

１
３
９
３
、
フ
ァ
ク
ス
23
・
１
３
９

４
）

■
や
よ
い
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー

ト
２
０
１
７
　
ｖ
ｏ
ｌ
．１
　「
つ
な

げ
よ
う
心
の
う
た
」

日
時

６
月
25
日
㈰
　
午
後
２
時
～

３
時
30
分

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

定
員

当
日
先
着
約
１
３
０
席

内
容

ふ
る
さ
と
（
岡
野
貞
一
）、
私

の
大
好
き
な
お
父
さ
ん
（
プ
ッ
チ
ー

ニ
）、
幻
想
即
興
曲
（
シ
ョ
パ
ン
）

ほ
か

出
演

福
井
愛
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
内

藤
千
華
氏
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
藤
井
稲
氏

（
ピ
ア
ノ
）

■
「
弥
生
博
 木
曜
大
学
」

毎
週
木
曜
日
に
大
学
を
開
設
し
ま

す
！

日
程
・
内
容
・
講
師

①
６
月
１
日
㈭
　
「
縄
紋
の
祈
り
・

弥
生
の
心
-森
の
神
か
ら
稲
作
の
神

へ
-」
　
秋
山
浩
三
副
館
長

②
６
月
８
日
㈭
　
「
弥
生
創
世
記
-検

証
・
縄
文
か
ら
弥
生
へ
-」
　
秋
山
浩

三
副
館
長

③
６
月
15
日
㈭
　
「
縄
文
の
世
界
像
-

八
ヶ
岳
山
麓
の
恵
み
-」
　
黒
崎
　
直

館
長

時
間

午
後
２
時
30
分
～
４
時

場
所

弥
生
文
化
博
物
館
ホ
ー
ル

定
員

当
日
先
着
１
７
０
人

<
共
通
事
項
>

費
用

入
館
料
（
一
般
３
１
０
円
／

65
歳
以
上
・
高
大
生
２
１
０
円
）

問
合

弥
生
文
化
博
物
館
（
☎
46
・

２
１
６
２
）

期
間
６
月
26
日
㈪
～
７
月
２
日
㈰

時
間

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

た
だ
し
、
７
月
１
日
㈯
・
２
日
㈰
は
午

前
10
時
～
午
後
５
時

相
談
受
付
電
話

☎
０
１
２
０
・
０

０
７
・
１
１
０
（
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
）

相
談
内
容
い
じ
め
、不
登
校
、体
罰
、

児
童
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人
権
問
題

問
合
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
（
☎

０
６
・
６
９
４
２
・
９
４
９
６
）

交
通
事
故
、貸
・
借
金
、近
隣
ト
ラ

ブ
ル
、
損
害
賠
償
な
ど
調
停
の
利
用

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
▽
６
月
28
日
㈬
…
浪
切
ホ
ー

ル
　
▽
７
月
26
日
㈬
…
和
泉
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
（
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４

時
ま
で
）

問
合
大
阪
民
事
調
停
協
会
（
☎
０

６
・
６
３
６
３
・
３
０
９
１
）

全
国
の
商
業
を
営
む
事
業
所
の
事

業
活
動
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
７
月
上
旬
ご
ろ
か
ら
「
平
成
29
年

度
商
業
動
態
統
計
調
査
」
を
実
施
し
ま

す
。
こ
の
調
査
は
、
経
済
産
業
省
が
毎

月
実
施
す
る
基
幹
統
計
で
す
。
調
査
へ

の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合

大
阪
府
総
務
部
統
計
課
　
商

工
業
動
態
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
６
・
６
２

１
０
・
９
２
０
９
　
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

市
と
保
護
司
会
、
更
生
保
護
女
性

会
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
、
協
力
雇
用
主
会
で

は
、「
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」
を

テ
ー
マ
に
社
会
を
明
る
く
す
る
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

７
月
８
日
㈯
　
午
後
１
時
30

分
開
会

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
小
ホ
ー
ル

講
演

「
つ
な
が
り
か
ら
は
じ
ま
る

学
び
の
環
 ～
泉
大
津
市
の
教
育
が

目
指
す
も
の
～
」

講
師
　
冨
田
明
徳
氏
（
泉
大
津
市
教

育
委
員
会
 教
育
長
）

問
合

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
23
・

１
３
９
３
）

母
子
福
祉
会
泉
北
・
泉
南
地
区
母

子
部
で
は
、
母
と
子
の
交
流
事
業
の

一
環
と
し
て
、催
し
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

６
月
24
日
㈯
　
正
午
～
午
後

４
時
（
受
付
午
前
11
時
30
分
）

場
所

忠
岡
町
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

定
員

先
着
10
人
程
度
（
要
申
込
）

参
加
費

母
子
福
祉
会
会
員
…
無

料
、非
会
員
…
５
０
０
円（
当
日
会
場

で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

申
込
・
問
合

社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
23
・
１
３
９
３
）

「
手
話
サ
ロ
ン
」
を

開
催
し
て
い
ま
す

母
子
福
祉
会
　
交
流
事
業
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（「
募
集
」
の
続
き
）

申
請
資
格

千
原
町
１
～
２
丁
目
、

森
町
１
～
２
丁
目
、尾
井
千
原
町
、綾

井
に
平
成
28
年
７
月
１
日
以
前
か
ら

住
民
登
録
し
て
い
て
遺
骨
を
お
持
ち

で
墓
地
の
な
い
人

申
請
期
間

６
月
16
日
㈮
～
23
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
除
く
）

申
請
場
所

高
石
市
役
所
市
民
課

募
集
区
画

３
区
画

永
代
使
用
料

１
・
２
６
㎡
（
間
口

０
・
９
ｍ
×
奥
行
１
・
４
ｍ
　
巻
石

部
含
む
）
　
55
万
円

管
理
料

２
万
９
２
５
０
円
（
10
年

分
一
括
納
付
）

公
開
抽
選

７
月
７
日
㈮
（
高
石
市

役
所
別
館
１
階
会
議
室
）

問
合

高
石
市
役
所
総
務
部
市
民
課

（
☎
０
７
２
・
２
６
５
・
１
０
０
１
）

入
会
説
明
会

日
時

６
月
20
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以

上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
・
１
０
０
７
）

泉
大
津
駅
西
側
ロ
ー
タ
リ
ー
に
続

く
都
市
計
画
道
路
泉
大
津
駅
前
通
り

線
の
整
備
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
本
市
の
玄
関
口
に
相
応
し

い
道
路
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て

い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

日
程

６
月
下
旬
頃
～
12
月
ま
で
計

４
回

対
象

16
歳
以
上
の
市
内
在
住
、
在

勤
で
平
日
夜
間（
午
後
７
時
～
９
時
）

に
毎
回
参
加
で
き
る
人

定
員

20
人
程
度
（
お
住
ま
い
の
地

域
や
年
齢
別
に
選
定
し
、後
日
、連
絡

し
ま
す
）

申
込
・
問
合

電
話
、
窓
口
に
て
名

前
、住
所
、年
齢
、電
話
番
号
、職
業
、

勤
務
先
の
住
所（
市
外
在
住
の
み
）を

６
月
16
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
ま
ち

づ
く
り
政
策
課
（
市
役
所
２
階
23
番

窓
口
）
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
～
は
じ
め
て
シ
リ
ー
ズ
第
２
弾
～

初
夏
の
寄
せ
植
え
（
保
育
有
）

初
夏
か
ら
秋
の
終
わ
り
ま
で
楽
し

め
る
草
花
を
、
お
し
ゃ
れ
に
寄
せ
植

え
を
し
て
玄
関
ま
わ
り
を
明
る
く
し

ま
せ
ん
か
。
初
心
者
で
も
気
軽
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
寄
せ
植
え
の
ポ
イ

ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
紹
介
し
ま

す
。

日
時

６
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時
～

11
時
30
分

場
所

南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

申
込
先
着
15
人

受
講
料

１
１
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）

持
物

軍
手
・
小
さ
な
ス
コ
ッ
プ
・

花
切
り
ハ
サ
ミ
・
持
ち
帰
り
用
袋

講
師

道
井
仁
美
氏

一
時
保
育

申
込
先
着
７
人
（
６
か

月
～
就
学
前
の
幼
児
）

申
込
・
問
合

６
月
３
日
㈯
　
午
前

９
時
か
ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま

た
は
家
族
が
直
接
南
公
民
館
へ
。

申
込
用
紙
は
１
人
１
枚
配
布
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
４
日

㈰
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

※
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠

席
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

■
～
は
じ
め
て
シ
リ
ー
ズ
第
３
弾
～

カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ〝
厚
紙
細
工
〟で
ブ

ッ
ク
カ
バ
ー
を
手
作
り
し
ま
せ
ん

か
！
（
保
育
有
）

今
話
題
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
ア
イ
テ

ム「
カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
」で
文
庫
本
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
手
作
り
し
ま
せ
ん

か
。「
カ
ル
ト
ナ
ー
ジ
ュ
」
と
は
フ
ラ

ン
ス
語
で
厚
紙
細
工
を
意
味
し
、
厚

紙
で
作
っ
た
箱
な
ど
に
布
を
張
っ
て

美
し
く
仕
上
げ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝

統
工
芸
で
す
。

日
時

６
月
20
日
㈫
　
午
前
10
時
～

正
午

場
所

南
公
民
館

対
象

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

申
込
先
着
10
人

受
講
料

４
０
０
円（
材
料
費
含
む
）

持
物

布
切
り
用
は
さ
み
・
15
cm
位

の
定
規

講
師

大
田
恵
美
氏

一
時
保
育

申
込
先
着
７
人
（
６
か

月
～
就
学
前
の
幼
児
）

申
込

６
月
６
日
㈫
　
午
前
９
時
か

ら
受
講
料
を
添
え
て
本
人
ま
た
は
家

族
が
直
接
南
公
民
館
へ
。

申
込
用
紙
は
１
人
１
枚
配
布
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
の
み
７
日

㈬
か
ら
電
話
・
フ
ァ
ク
ス
で
も
受
け

付
け
ま
す
。

※
申
し
込
み
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
・
欠

席
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
　
南
公
民
館
（
☎
33
・
１
７
６

４
、
フ
ァ
ク
ス
33
・
１
３
０
０
）

■
ぶ
ら
り
名
所
め
ぐ
り

日
程
７
月
４
日
㈫

場
所

大
塚
国
際
美
術
館
（
鳴
門
市
）

対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員
40
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

費
用
３
８
０
０
円
（
受
講
料
、
保
険

代
、
バ
ス
・
高
速
代
、
入
館
料
込
）
食

事
は
実
費

申
込
往
復
は
が
き
に
、
住
所
、
参
加

者
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、
年
齢
、
電
話
番

号
を
記
入
し
、
返
信
用
は
が
き
に
も
住

所
・
氏
名
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
11
日
㈰
必
着
で
北
公
民
館
（
東
助

松
町
４
８ー
４ー
）「
ぶ
ら
り
名
所
め
ぐ

り
」
係
へ

※
往
復
は
が
き
で
１
人
１
枚
限
り

問
合
　
北
公
民
館
　
（
☎
23
・
０
５
０

５
　
フ
ァ
ク
ス
23
・
０
５
６
６
）

結
成
18
年
を
迎
え
コ
ー
ラ
ス
の
ほ

か
ソ
ロ
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
演

奏
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

７
月
２
日
㈰
　
午
後
２
時
～

場
所

テ
ク
ス
ピ
ア
ホ
ー
ル

入
場
料

１
０
０
０
円

申
込
・
問
合

女
声
コ
ー
ラ
ス
あ
じ

さ
い
（
☎
33
・
６
４
３
４
）
へ

高
石
市
営
浜
墓
地
の

使
用
者
募
集

南
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

32

北
公
民
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

道
路
を
つ
く
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

■外国人旅行客にも大人気のカプセル自動販売機（ガ
チャ）設置

4 月 7 日から、関西国際空港第 2 ターミナルビル
（国際線）に株式会社タカラトミーアーツのカプセル
自動販売機（ガチャ）を設置しています。保安検査場
横の国際線出発ロビーに 96 台設置しているほか、国
際線出国エリアの搭乗待合室にも 22 台設置してお
り、搭乗直前までワクワク感をお楽しみいただけま
す。カプセル自動販売機（ガチャ）は昨今、日本だけ
ではなく外国からのお客様にも大人気となっており、
関西国際空港では遊び方をわかりやすく説明する動
画を多言語で放映しています。

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/

関 空 ニ ュ ー ス
ホームページ　http://www.kansai-airport.or.jp/

「
こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

民
事
調
停
手
続
き
相
談
会

商
業
動
態
統
計
調
査
に

回
答
を
お
願
い
し
ま
す

女
声
コ
ー
ラ
ス
あ
じ
さ
い

第
９
回
定
期
演
奏
会

社
会
を
明
る
く
す
る
つ
ど
い

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
て
み
ま
せ
ん
か
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木
漏
れ
日
の
い
ざ
な
い

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

木
漏
れ
日
の
い
ざ
な
い

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

（「
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

■
「
あ
す
と
び
っ
！
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ①
「
父
の
日
タ
ン
ブ
ラ
ー
を
作
ろ

う
！
」

お
父
さ
ん
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ
ン
ブ

ラ
ー
を
作
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ

う
！

日
時
６
月
18
日
㈰
　
午
前
11
時
～

対
象

小
学
生
・
未
就
学
児
と
保
護

者
の
ペ
ア

定
員
申
込
先
着
15
組

参
加
費
５
０
０
円
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
タ

ン
ブ
ラ
ー
材
料
費
）

持
物

タ
ン
ブ
ラ
ー
に
使
用
し
た
い

Ｌ
版
写
真
１
枚
 

講
師
え
が
お
先
生
（
笑
顔
写
真
家
か

と
う
ゆ
う
い
ち
）

申
込
要
事
前
予
約

②
「
絵
本
と
私
と
君
と
」

子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
絵
本
を

楽
し
み
語
り
合
う
。

日
時
７
月
２
日
㈰
　
午
前
11
時
～

対
象
対
象
年
齢
な
し
、
大
人
だ
け
の

参
加
も
可
能

定
員
申
込
先
着
20
人

出
演
窪
田
貞
子
氏
（
絵
本
サ
ー
ク
ル

き
ら
り
っ
こ
代
表
）

申
込
要
事
前
予
約

■
第
57
回
「
親
と
子
の
写
生
会
」
展
覧

会
ど
な
た
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

日
時

６
月
16
日
㈮
～
21
日
㈬
　
午

前
10
時
～
午
後
６
時
（
19
日
㈪
は
休
館

日
　
21
日
㈬
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

表
彰
式

６
月
21
日
㈬
　
午
後
４
時

～主
催

泉
大
津
美
育
研
究
会
・
泉
大

津
市
文
化
連
盟

協
賛

公
益
法
人
 泉
大
津
青
年
会
議

所後
援

泉
大
津
市
教
育
委
員
会
・
泉

大
津
港
湾
振
興
会

■
第
16
回
あ
す
と
寄
席

日
時

７
月
22
日
㈯
　
午
後
２
時
開

演
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

入
場
料
一
般
前
売
１
５
０
０
円
（
当

日
１
８
０
０
円
）、
小
学
生
前
売
７
５

０
円
（
当
日
９
０
０
円
）

※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。
前
売
券
が
完
売
し
た
場
合
、

当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。
チ
ケ

ッ
ト
記
載
の
整
理
番
号
順
で
の
入
場

で
す
。

出
演

桂
　
吉
弥
、
桂
　
紅
雀
、
桂

弥
っ
こ

申
込

６
月
11
日
㈰
午
前
10
時
か
ら

前
売
り
券
発
売
開
始

■
親
子
で
遊
ぼ
う
！
　
陶
芸
教
室

本
格
的
な
陶
芸
を
体
験
で
き
ま
す
。

２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
に
限
り

ま
す
。

内
容
・
日
時

①
造
形
…
７
月
23
日

㈰
　
午
後
２
時
～
４
時
（
開
場
午
後
１

時
45
分
）

②
絵
付
け
…
８
月
20
日
㈰
　
午
後
２

時
～
４
時
（
開
場
午
後
１
時
45
分
）

対
象
・
定
員

小
学
生
親
子
ペ
ア
10

組
（
申
込
先
着
順
・
小
学
生
以
下
お
よ

び
子
ど
も
だ
け
の
参
加
は
不
可
）

材
料
費

１
０
０
０
円
（
粘
土
１
kg
、

焼
成
代
）

持
物

汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い

講
師

大
橋
文
子
氏
（
泉
大
津
在
住
、

陶
芸
作
家
）

申
込
６
月
13
日
㈫
　
午
前
10
時
～

■
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
！
　
科
学
実
験
を
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

▽
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
で
お
も
し
ろ
実
験
。

モ
ク
モ
ク
さ
ん
を
研
究
し
よ
う
！

日
時
７
月
29
日
㈯
　
午
後
１
時
～

対
象

小
学
生
（
低
学
年
ま
で
参
加

可
。
１
、
２
年
生
は
保
護
者
の
付
き
添

い
が
必
要
）
　
高
学
年
保
護
者
同
伴
可

定
員
申
込
先
着
40
人

材
料
費
５
０
０
円

持
物
筆
記
用
具
・
手
提
げ
袋

講
師
音
田
輝
元
氏
（
大
阪
・
科
学
の

授
業
を
楽
し
む
会
）
ほ
か

申
込

６
月
13
日
㈫
　
午
前
10
時
か

ら
あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は
電
話

に
て
予
約
開
始

■
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り
会

毎
月
１
回
小
さ
な
お
子
さ
ん
か
ら

親
子
で
絵
本
に
親
し
め
る
、
絵
本
読
み

語
り
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
年
齢
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
時

６
月
25
日
㈰
　
午
前
11
時
～

11
時
30
分

出
演
あ
す
と
絵
本
の
会
“
し
ぃ
ず
ん

ず
”

■
絵
本
貸
出
実
施
中
！

貸
出
の
際
、
図
書
カ
ー
ド
作
成
が
必

要
で
す
。
１
人
１
回
２
冊
ま
で
。
貸
出

期
間
２
週
間
。

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
募
集

中
！無

料
体
験
・
見
学
に
来
ま
せ
ん
か
。

各
講
座
１
回
の
み
無
料
体
験
で
き
ま

す
（
見
学
の
み
の
講
座
も
有
）
電
話
で

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

▽
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教

室
・
受
講
生
募
集
中
！

四
季
を
彩
る
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
。
お
勤
め
帰
り
に
通
え
る
教
室

も
あ
り
ま
す
。

日
時

①
第
１
水
曜
日
　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
　
②
第
１
・
３

水
曜
日
　
午
後
６
時
30
分
～
８
時
30

分受
講
料
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
（
①

３
回
分
４
８
６
０
円
、
②
６
回
分
９
７

２
０
円
・
要
花
代
２
６
０
０
円
／
回
）

講
師

山
﨑
し
の
ぶ
氏
・
桶
本
眞
理

子
氏
（
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
花
時
計
専

属
講
師
）

34

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）
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▽
本
市
の
特
産
品
、
衣
服

や
毛
布
に
ち
な
ん
だ
「
オ

リ
ア
ム
随
筆
賞
」
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
。
日
本
一

の
毛
布
の
ま
ち
を
全
国
へ
ア
ピ
ー
ル

す
る
の
が
目
的
で
す
。
市
民
対
象
の

市
長
賞
も
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
ど
し

ど
し
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
（
松
）

▽
表
紙
で
も
ご
紹
介
し
た
と
お
り
、

私
の
大
好
き
な
お
花
の
ひ
と
つ
 あ

じ
さ
い
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
！
 池
園
公
園
に
は
、
さ
ま
ざ
な

種
類
、
色
と
り
ど
り
の
あ
じ
さ
い
が

咲
き
誇
っ
て
と
て
も
キ
レ
イ
！
 デ

ー
ト
に
も
オ
ス
ス
メ
で
す
♪
（
萬
）

▽
今
月
の
お
す
す
め
イ
ベ
ン
ト
は
、

18
日
開
催
の
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
。
柳

田
理
科
雄
さ
ん
が
ア
ニ
メ
の
世
界
を

科
学
的
に
検
証
。
タ
ケ
コ
プ
タ
ー
で

空
を
飛
べ
る
の
？
ピ
カ
チ
ュ
ウ
を
肩

に
乗
せ
て
も
重
く
な
い
の
？
理
系
が

苦
手
な
私
も
、
興
味
深
々
！
（
大
）

あ
す
と
ホ
ー
ル
の
お
知
ら
せ

（
☎
20
・
６
７
７
８
）
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2346･23XAF2346･23☎ムーホ年少青労勤●
6681･02XAF1481･02☎館習学生弥根曽上池●
7544･13XAF5544･13☎館編織●
7730･13XAF2650･23☎館書図●
3537･33XAF0644･13☎ータンセ援支育教●
2346･23XAF9868･32☎当担策政働労課済経域地●
4928･12XAF4920･12☎
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4931･32XAF0931･32☎ータンセ祉福合総●
5556･12XAF5556･12☎ンロサんじんに●

7109･42XAF6109･42☎
）ざらぷづお（ータンセ援支動活民市●

6508･23XAF2265･23☎院病立市●
1350･33XAF9110･12☎部本防消●
2140･12XAF1311･33☎所役市●

連
の
関
機
係
関
所
役
市

土
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・水

金・火

スーコ

木・月

スーコ

スーコ

日曜集収みご燃可

量量減減減量減量みみ減減ごご

ロ

s
み減量量に減減減量減量みみ減減ごご

プ

ptthLRU
0080XAF
1･0080☎
へータンセ
みご大粗
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ンン

日
日

㈫

類紙古どなのもとせ
・ンビ･ンカ

クッチスラプ装包器容
・ルトボトッペ日

ガガロロススたたけけ向向

!

集収みご源資の月7

/

日52、㈫日11

㈬日62、㈬日21

㈬日62、㈬日21

㈫日81、㈫日4

㈬日91、㈬日5

㈬日91、㈬日5

日

向けたスローガン

曜月週毎

日曜木週毎

日曜金週毎

!トクェジロ

u-ustoimuzi-iados/moc.natnak-s//:s
)象対がどな者いが障覚聴に主(0035･005･0

)帯携(2258･32･5270☎・)料無料話通(0035･32
。いさだくみ込し申おでトッネータンイはくしも話電へ
込申話電みご大粗、は人の望希ごを)制料有(集収のみ

」源資ばれけ分、みごばれぜ混「
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3
ま

454･33XAF1818･33☎ータンセ健保●
2021･33XAF0021･33☎館育体合総●
6650･32XAF5050･32☎館民公北●
0031･33XAF4671･33☎館民公南●

先
絡
連

9

燃
た

成
可系庭家
平

734.92Ｈ
あ人1

標目92H

ロプ
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㌧
量

分
858量みご燃

月4年92成

4.673標目g9.9
みご燃可の日一のり

すでg5.3とあ、でま

!!トクェジロ

 　
 　
 　

　　　　　　　　　　　　 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　

 　
 　

 　
 　
 　
 　 　

 　    

 　　

　

  
  
 

。の
を

すまり減がみごの
gを 051約、とすら減を
飯ごの分杯1碗茶。う
ょしましくなをし残べ食

日時 6月24日㈯　午前10時～午後4
時
場所 テクスピア大阪
対象 2017年度卒業予定者、第２新
卒者既卒者、一般就職者
内容 児童福祉施設事業所における、
保育士・心理士・看護師・栄養士など
後援 大阪福祉人材支援センター
問合　児童養護施設　信太学園　原田
（☎41・0559）

男女共同参画週間、就職差別撤廃・
男女雇用機会均等月間記念事業として
にんじんサロンまつり＆講演会を開催
します。
日時 6月25日㈰　午後1時～3時30
分
場所 テクスピア大阪小ホール

定員 150人
内容　▷第1部…午後1時～2時　「に
んじんサロンまつり」

本市の男女共同参画推進の拠点施
設・にんじんサロンに登録している市
民グループの皆さんが、男女共同参画
に関する学習の成果発表や、皆さんで
楽しめる体操や楽器の演奏などを披露
します。各グループの紹介パネル展示
も会場内で行います。
▷第2部…午後2時～3時30分　講演会
「人の多様性を大切にする社会・企業
であるために」

多様性の尊重に向けた人権課題の理
解などについての講演を行います。講
師は大阪企業人権協議会企業人権協サ
ポートセンター長・芝本正明氏をお招
きします。
一時保育 先着5人（6か月以上の未就
学児。6月16日㈮までに人権市民協働
課またはにんじんサロン（☎21・
6555）へ）
問合 人権市民協働課（市役所1階2番
窓口）

情報

Ivent  Information

㈯
42/6 児童福祉施設

就職フェア2017

㈰
52/6 第9回にんじんサロン

まつり＆講演会を開催

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●市・府民税（普通徴収）
　　　　･…第１期分および全期前納分
●国民健康保険料

(普通徴収 )…………………6月分
●介護保険料 (普通徴収 )………･6月分

編集後記

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
人

が
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
場
で
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
協
力
の
も

と
、「
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
＆
小
物
入
れ
」を

作
成
し
ま
す
。

日
時

６
月
27
日
㈫
　
午
後
１
時
30

分
～
４
時

場
所
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

定
員
先
着
20
人

材
料
費
４
０
０
円

問
合

社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
（
☎
23
・
１
３
９
３
）

日
時
・
場
所

▽
６
月
１
日
㈭
　
午
前
10
時
～
午
後

４
時
　
条
南
小
学
校

な
お
、
午
前
11
時
30
分
～
午
後
12
時
30

分
ま
で
休
憩
し
ま
す
。

▽
６
月
４
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後

４
時
　
泉
大
津
郵
便
局

な
お
、
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
休
憩
し

ま
す
。

問
合
献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・
１

３
９
３
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ロ
ン

「
ハ
ー
ト
ち
ゃ
ん
」

↑詳しくは
あすとホール
ホームページ

献
血
の
お
知
ら
せ




